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春を感じて

市の北部、奥殿陣屋は四季を通して

花々が絶えることはありません。スイ

セン、梅、菜の花、レンギョウ、ユキ

ヤナギ、桜、フジ、ツツジ、バラ、シ

ョウブ、コスモス、紅葉、ツバキ。花

の名前から、鮮やかな色まで浮かんで

くるようです。今の時期は、梅、菜の

花、スイセンが私たちの目を楽しませ

てくれます。春を感じに奥殿陣屋へ行

つてみませんか。

　
１

至
豊
田

(門立)

‾’文

　　　新
　　　香

べ

●
奥
殿
陣
屋

ｐ
切
Ｆ

ｆ

χ
’
ｙ

Ｉｌ
ｊ
Ｍ

市政だより

1998
平I紹)年3)口口

Ｉ
ｙ

1／日　市民チャリティー芸能祭（市民会館、午前９時30分～）

　　　　な十フェア（おかざき農遊館、午前10時～)
　　　　平成lO年度囚定資産課税台帳の縦覧（市役所、～20日）
　　　　作の火災予防mm （~ 7旧

2／月

3／火
-
4／水

-
5／木
-
6／金
-
7／土
-
8／日

ひなまつり

黄金時代のポスター芸術（市美術館、～2211)
新入学を祝うよい子のつどい（市民会館、午前10時～）

啓怯

市立中学校卒業式

プリンセスおかぎき審査会（竜美丘会館､午前10時30分～）

リサイクル繊維フェア（市繊維センター、午前10時～）

9／月

10／火　農遊館朝市（おかぎき農遊館、午前８時30分～）

11／水

12／木

13／金　我がまち敵歩　おかざき伝馬（郷土館、～o月31日）

14／土　リトルアーティスト展（おかざき世界子ども美術博物館、

　　　　~ 4月21日）

15／日　家康行列参加者選考仝(市福祉会館、午後１時30分～）

16／月

17／火

18／水

19／木　市立幼稚園卒園式

20／金　市立小学校卒業式

21／土　仙分ノ川
　　　　蓮如・ルター・民衆（市美術博物館、o月10日）

　　　　藤川宿浮世絵と風景（三河武士のやかた家康館､～0月5［l］

22／日　リサイクルのn （リサイクルプラザ､午前9 時～午後４時）

　　　　サウンド・オブ・ミュージック・コンサート（市民会館、

　　　　午後2時～）

23／月

24／火　農遊館朝市（おかざき農遊館、午前8時30分~)
　　　　市立小中学校、幼利m修了式

25／水

26／木

27／金

28／土

29／日

30／月

31／火

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月1日●



φ学習。第一歩,よ講座ヵヽB～　酒

　
　
　
　
　
●

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
４
月
～
６
月
）

　
使
用
機
種
　
Ｐ
Ｃ
９
８

　
定
員
　
各
講
座
と
も
1
8
人
。
た
だ
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
・
中
級
は
1
0
人

　
場
所
　
岡
崎
巾
情
樅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
南
隣
り
）
３
階
パ
ソ
コ

ン
研
修
室

※
中
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ

ー
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●講座時間　朝…午前９時30分～11時40分　朝昼…午前９時30分～午後４時30分

　　　　　　夜…午後６時30分～8時40分

３

講座名 用　　途 開始日 回数 曜　日 時間 受講料

パソコン無料体験 文書作成ワード 4／1 １回 水曜日 朝 無料

一太郎入門 文書作成 4／2 12回 木・月曜日 朝 27,000円

一太郎入門 文書作成 4／2 12回 木・月曜日 夜 27,000円

ワード入門 文書作成 4／3 12回 金・火曜日
－-･
金・火曜日

朝 27,000円

Windows95入門 パソコン基礎 4／3 ６回 夜 14,000円

ワード入門 文書作成 4／11 2回 土一日曜日 朝昼 15.000円

ワード入門 文書作成 ５／８ 12回 金・火曜日 夜 27,000円

Wlndows95入門 パソコン基礎 ５／９ ２回 工一日曜日 朝昼 14.000円

パソコン無料体験 表計算エクセル 5/23 １□ 土曜日 朝 無料

インターネット入門 ネットサーフィン体験5/25 ２回 月・木曜日 朝 6,ooo円

エクセル入門 表計算 5/25 11回 月・木曜日 夜 29,ooo円

インターネット中級 ホームページ作成 6／1 ４回 月・木曜日 朝 12,000円

　一14,000円Windows95入門 パソコン基礎 6／2 ６回 火・金曜日 朝

インターネット入門 ネットサーフィン体験6/23 ２回 火・金曜日 夜 6,000円

Power Point入門 プレゼンテーション 6/27 2回 土・日曜日 朝昼 帽,ooo円



定
期
講
座
（
４
月
～
９
月
）

20回開催

開
館
時
間

休
館
日

午
前
９
時
～
午
後
９
時

月
曜
日
、
睨
日

　
対
象
　
市
内
在
住
、

生
は
除
く
）

在
勤
の
女
性

へ
学

　
申
込
方
法
　
各
講
座
の
受
付
目
時
に
当

会
館
（
伊
賀
新
町
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

教
材
費
を
お
持
ち
の
う
え
、
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。
代
理
も
可
。
受
付
時
間
ま
で

に
定
員
を
超
え
て
い
る
場
合
は
抽
選
。

　
そ
の
他
　
講
座
中
の
お
子
さ
ん
の
同
伴

Ｌ
Ｊ
、

１

で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
同

伴
の
場
合
は
、
付
き
添
い
な
し
で
、
託
児

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
一
人
遊
び
の
で
き
る

お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す
。

会館(D

岡崎北高
平針街道

婦人会館前

モ
ダ
ン
通
り

伊賀川

－　一一一一一一
石神橋

会
話
教
室
（
４
月
～
平
成
‐
年
３
月
）

42回開催

・
●
　
　
　
　
●
●
●
　
ｅ
　
　
・

　
定
員
　
各
教
室
と
も
2
0
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
年
額
三
万
六
千
円
（
年
二
回

に
分
け
て
。
テ
キ
ス
ト
代
は
別
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
、
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
希
望
教

室
ク
ラ
ス
を
記
入
し
、
〒
帽
j
8
6
0
1

岡
崎
市
役
所
秘
書
課
内
「
Ｏ
Ｉ
Ａ
事
務
局
」

へ
。

　
申
込
期
限
　
３
月
1
3
日
向

　
　
　
　
　
　
　
　
●

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月１日○

講座名 内　　　　容 講師(敬称略)開設日時 定員 教材費 受付日時

家庭料理
家庭で手軽にでき
る日本・西洋一中
国料理など

冨田昌子
栗田啓子
水谷奈美江
安田千代美

火曜日
午前10時～正午 00人

14,000円

3/24図
午前1O時

火曜曰　　　Ｉ
午後６時30分36人
～８時30分

3/2固
午後６時30分

着物着付け
初
活
付

心者でも日常生
こすぐ役立つ着
す

黒柳　琴
金曜日
午後６時30分'25人
～8 5^30分　｜

3,ooo円
3/20削
午後６時30分

生け花
嵯峨の御所がら始
まった古い伝統を
初歩から

橘　昭子
水曜日

午後u 時oU分
～8時30分

25人 仰.000円
3／切伽
午後6時30分

茶　　道
表千家流茶道の基
本を初歩なら

峯渾叶美
木曜日
午後6時30分
～８時30分

20人 6,000円
3／19困
午後引寺30分

簿　　記 羅言昌詐言コ1之
金曜日
牛後6時30分
～8時30分

30人 3,000円
3/27贈
午後５時30分

水彩画
昆詰諮尹

25人 5,000円
3 /28[±}
午前佃時

エアロビク
ス

酸素を多く取り入　　　　　Ｉ木曜日
れ、リズムにのつ｜白井敦子午後６時30 分
だ健康づくり　　ｉ　　　　　～８時30分

50人
!

1,000円'
3/26に分

健美操 墾談 石垣美予
水曜日
午後６時30分
～8時30分

50人　1'nnnm^孚ぶ菅沼

健康体操
初m者でも簡単な

動作で、心身をリ
フレッシュ

鈴木とも子 土曜日
午後１時～3時 叫1.000壮に燦　１



｜

生涯学習講座（5月~平成目年2月）　　翻間四開館時間ご∵にに言几。

-●一一一一 ㎜1小間ロ　n傷口、↑几n <J}--^.川

市民センター名 講　　座　　名 受付期間

中央市民センター

　(上六名３丁目)

　a55・8066

歌謡舞踊・自分史を書く・切り絵入門・水彩画・社交ダンス・短歌入門・ペ

ン習字・パッチワーク■ヨガの健康法・俳句入門・堤中納言物語を読む・詩

舞一着物着付け・民謡入門・油絵入門・煎茶道・毛筆(1)・毛筆○・詩吟・3

Ｂ健康体操・手編・エフフロビクス・健康家庭料理・季節家庭料理・男の料理・

中国語会話入門・中国語会話中級・英会話入門・英会話中級・囲碁入門・囲

碁中級・気功太極拳・てん刻入門

3/14(±)～28(±)の間で

各講座により受付日が

異なりますので事前に

確認を

六ツ美市民センター

　　(下青野町)

　き43・2510

毛筆習字･ペン習字(1)・ペン習字図・ちぎり絵・紙ねんど・パッチワーク・陶

芸一着物着付け(1)･着物着付け図・たのしい料理一華道・茶道・煎茶道・ヨガ

・太極拳■ 3B体操・民謡・三味線・剣詩舞・民謡と歌謡舞踊・社交ダンス

Z/M(火ト3㈲

各講座一斉に受け付け

岩津市民センター

　　　(岩津町)

　酋45・251巳

洋画・生け花・茶道・煎茶道・陶芸・和紙折絵・中国語■3B体操・俳句・

舞踊・毛筆(初級)･毛筆(中級)・ペン習字(初級)・ペン習字(中級)･社交ダ

ンス(初級)■社交ダンス(中級)・籐工芸・園芸・家庭料理・プロポーション・

編み物(初級)・編み物(中級)・圧l親教室・きもの着付け・カラオケ教室

3月13剛～s関

各講座一斉に受け付け

矢作市民センター

　　　(宇頭町)

　酋31・32C〕２

ヨガの健康法・書道Ａ・書道Ｂ・民舞・着物着付け・ペン習字・英会話-煎

茶道・きりえ入門・大正琴・詩吟・茶道・墨彩画・社交ダンス・俳句・編み

物・着付けと作法・中国語・生花・3B体操・園芸・家庭料理・色紙絵入門・

カラオケ・洋画

3/W伽～26困の間で

各講座により受付日が

異なりますので事前に

確認を

東部市民センター

　　　(山綱町)

　酋48・巳日巳巳

ペン習字・書道・絵画一ちぎり絵・歌謡舞踊・家庭料理・茶道(1)・茶道○・

陶芸出・陶芸Ｇ・民謡・三味線・カラオケ・生け花・いきいきしあわせ・園

芸・郷土の歴史・本に親しむ・編み物・着物着付けとワンポイントマナー・

ヨガの健康法・3B体操・シユワーズ(健康な体力づくり)

3/13廊～3似

各講座一斉に受け付け

大平市民センター

　　　(大平町)

　SE2・016巳

毛筆習字・パッチワーワ･力ラオケ- フフートフラワー・3B体操・日本画・

編み物・お菓子作り・男の料理・家庭料理・着物着付け礼作法・郷土歴史文

化財・楽しい英会話・水彩画・園芸・ペン習字・切り絵・ヨガ健康法・墨彩

画・盆栽・ちぎり絵・生け花・エアロビクス

3/^3廓～'＼困の間で

各講座により受付日が

異なりますので事前に

確認を

南部市民センター

　　　(羽根町)

　昔511579

家庭料理・社交ダンス・きめこみ人形・生け花・手編み・きもの着付けと礼

作法A-きもの着付けと礼作法Ｂ・紙ねんど・毛筆習字A-毛筆習字Ｂ・３

Ｂ体操・茶道・川柳入門・パッチワーク・華道・ちぎり絵・ペン習字Ａ・ペ

ン習字Ｂ・英語会話初級・太極拳一季節料理・絵画入門・親子クッキング倶

楽部A ・親子クッキング倶楽部s・中国語・香功気功初級

3/13廟～3図

各講座一斉に受け付け

※　各講座とも初心者で、管内在住のかたを優先します。申込方法など詳しくは、各市民センターへお尋ねください。

図
書
館
講
座

開
館
時
間

休
館
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

昆

●

　
定
員
　
各
講
座
と
も
5
0
人

　
申
込
方
法
　
３
月
1
3
口
吻
の
午
前
９
時

か
ら
図
書
館
一
階
で
受
け
付
け
ま
す
。
当

館
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で

す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

　
受
講
料
　
無
料

講座名 講師（敬称略） 回数 開設日時

古典鑑賞講座

(古今和歌集)

愛知淑徳大学名誉教授

　　樋口芳麻呂
12回

４月～11月(8･10月は休講)

2・4火曜日(7月は第2・3火曜日)

午後2時～４時

読書会
元梅園小学校長

　　中根清巳
10回

４月～来年３月(8･10月は休講)

第１水曜日(4・７月は第２水曜日)

午前10時～正午

こどもの本の

紹介講座

学校法人青山学園

みやこ幼稚園園長

　　嶋田　稔

7lQl

４月～12月(8･10月は休講)

第２木曜日(4月は第３木曜日)

午後１時30分～3時30分



-

在
宅
障
害
者
の
た
め
の

定
期
講
座
（
４
月
～
平
成
‐
年
３
月
）

開
館
時
間

休
館
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

‐
Ｕ
曜
日
、
祝
‐

　
対
象
　
在
宅
重
度
障
害
者
Ｉ
・
２
級
程

唆
の
初
心
者
を
陽
先
。
ス
ポ
ー
ツ
講
座
は

健
康
診
断
に
よ
り
受
講
で
き
な
い
場
八
‐
が

あ
り
ま
す
。

　
申
込
方
法
　
友
愛
の
家
に
あ
る
申
込
書

ま
た
は
は
が
き
に
、
①
住
所
②
氏
タ
‥
③
障

害
名
④
障
巾
‥
等
級
⑤
希
望
講
座
々
ｎ
⑥
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
川
‐
0
0
1
1
市

内
欠
町
清
水
田
七
番
地
一
「
福
祉
の
村
友

愛
の
家
」
へ
。
た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。
な
お
、
「
書
道
」
及
び
「
生

け
佗
」
の
講
座
に
つ
い
て
は
第
１
週
か
第

３
週
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
３
月
1
5
日
頭
（
必
着
）

定
期
講
座
（
５
月
～
平
成
目
年
２
月
）

開
館
時
間

休
館
日

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

祝
‐

事
務
局
。
へ
提
出
。
た
だ
し
、
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
。
巾
込
者
が
少
な
い
場
合

は
、
と
り
止
め
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

‐
『
’
―

東
岡
Ｊ
．

cm(D至

ｊ
・

ｉ

区
立
共
一
向
研
究
慨
嘆

司
崎
・

４
日
線

‐
’
～
』

GS

‐
―

名
古
屋
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対
象
　
市
内
在
化
の
母
子
家
庭
の
母
・

寡
婦
及
び
か
つ
て
母
子
家
庭
の
け
で
あ
っ

た
か
た

　
申
込
期
間
　
３
月
２
日
闘
～
2
0
日
吻

　
申
込
方
法
　
当
会
館
（
明
大
寺
町
義
路
）

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
人
し
、

講座名 内　　容 講師(敬称略) 開設日時 定員 教材費‘

園　芸

家庭で楽しむ
草花、花壇管一古橋喬m

理

第２水曜日
午lu10時～正午

30人110,000円

カラオヶ
　　　　　　　　　　　　　｜ゼロから楽し　　　　　１第２・４月曜曰
く歓いましよ大城　明＼午後１時30分～

う　　　　　　　　　，3時30分
　　　　　　　｜

25人, 5,000円

　　ｌ

健康体操

初心者でも簡
単な動作で心
身をリフレッ
シュ

　　　　　　，第２・４火曜日
千賀とみ子丿午後１時30分～
　　　　　　　３時30分

　I　　I

50人1,000円

社　交

ダンス

基本から初級

程度 ･日1ｻ‰oμ緊 30人 1,000円Ｉ

ちぎり絵
和紙で季節の
花などを基本

から

吉村良枝

第１・３木曜日

午後1時3ft分～
３時30分

20人 9､000円

　　　　１

手編み

手編みの初歩
から手作りの

良さを楽しむ
長坂令子

第１・３金曜日

午後1時3}分～
３時30分

30人 5,ooo円

ｆ
｀
ａ
／
．
‘
’
一
ｔ
ｃ
一
一
Ｃ
一
‐
／
／

講座名 講師(敬称略) 開講日時 定員 会　場 教材費

１

ｌｌ
１

１

（

／ｊ
ｊ

機能回復訓練
OT未　足

P丁金日嘉清

毎週木曜日

午前10時～午後３時- -

書　　　道 竹下正樹
第１・３火曜日

午前10時～正午

各　丿

匹

各　1

30ヤ

無料

生　け　花 細井照月
第1 -3火曜日

午後^時～3時

１回

200円

ペン習字 牧野佳子
第２・４火曜日

午前1o時～正午
3(〕人

福　祉　の　村

友　愛　の　家

無料

編　み　物

鈴木千鶴

近藤成子

第２・４火曜日

午後１時～s時
30人

自己負否
第４日曜日(視覚

障害者のみ)
午後１時～3時

詞人

短　　　歌 鈴木隆司
第４日曜日

午前10時～正午
30人 無料

塁　　　絵 石川治郎吉
第２・４金曜日

午前10時～正午
30人 無料

ソフトボール 杉崎光朗
第１・３日曜日

午前iO時～正午
30人 市内野外運動場 無料

水　　　泳
サンスポーツ

クラブ

毎週日曜日

午前lO時～i時
30人

サンスポーツクラフ

大西１丁目1－1
無料



〔講座〕勤労青少年ホーム・地域職業訓練センター

7

前期定期講座（4月～9月）20回開催myJ^S閻霖四二回首吊でぅj回

!£-

講座名 内　　　　　　容 講師(敬称略)開設日 定員 教材費 受付日

初歩ゴルフ グリップ、スタンスの基本から基礎技術をマスター松田藤朗 火曜日 20人 16,000円 3/10図

華　　　　道
　(華道雅楓流)

一枝の花を飾る㈲を大切に、手近な花を使って現代
にマッチした生け花指導

日下雅楓 火曜日 20人｜　　16,000R 3/10㈲

茶　　　　道
　　(宗偏流)

実習を通して茶に親しみ、覚えておくとよい常識的
なマナー 高橋宗恵 火曜日 個人1　　　9.ooo円 "i／佃固

ジャズダンス ジャズダンスの基礎と振り付け m部キヨノ 火曜日 40人 2,000円 3／10固

書　　　　道
毛筆またはペン習字の基本から文部省認定試験（2
級・3級）受験までの指導 安藤寛子水曜日 20人 毛筆5,0Q0円ペン4,ooo円 3／竹a<)

絵　画　入　門
基礎知識から応用技法まで、描く楽しさをわかりや
すく指導　　　　　　　　　　　　　　中島芳雄 水曜日 20人 　　　　｜7.000円　3／11(?K)

手　編　み 原形、基礎から実技までの実習及び文部省検定を受
験できるように指導 鈴木さだ子 水曜日20人 7,000円１　3／竹削

い　け　ぱ　な｜基本の直体、斜体の盛花から、自由花m作など、
　　（池坊）　基礎からの実技を指導 高橋恵月 木曜日 20人1　　16.000円 3/12俐　｜

煎　茶　道ｉ煎茶席の作法と実習、葉茶を煎じて飲み、時節の昧
　　（松月流）　｜を楽しむ 日下栄翠 木曜日 拓人｜　　9.000円 3/12困

ヤングテニス グリップ、フォームの基礎から基本技術をマスター小田　悟｜木曜日 笥人　　　2.000円 3/12困

手　話　講　座 手話の基礎から簡単な日常会話をマスター　　　1ぷふj;kjl 金曜日 30人 　　　　　｜2,000円　3/13哨

きもの着付け 詰編y第問Ｊ゛)８白゛爽o゛ぅ原たっＪ回日丿5人 5,0叩円　3／句廊

火　曜　料　理丿家庭でできる料理、おやつの基本と実習　　　　賜暇桂子火曜日し4人 刈,000円　3／14(±)

3ダ９ｉ●

鈴木ひろ子|水曜日　24人 3 ／14(±)　ｉ

｜

後藤スミ子 木曜日夕人１

水　曜　料　理i家庭でできる料理、おやつの基本と実習

木　曜　料　理1家庭でできる料理、おやつの基本と実習

　

●講座時間　全講座とも午後6時30分～Q時o分

　　対象　市内在住、在勤のIf)歳～30歳の勤労青少年

　　受講料　無料（教材費は必要）

　　申込方法　各講座の受付川の午後6時3O分に当ホーム

　　（上六名３丁目）へ直接お越しください。なお、受付時

　間に定員を超えている場合は抽選。

広瀬　輝美 金曜日24人

14,000円

-

14.000円

-

14.000円

3／14(±)

3／14(±)

　　　　　　　ホームクラブのご案内

　定刻講座のほかに、テニス・バドミントン・卓球・登

山・フォークダンス・社交ダンス・人形劇・ボランティ

アなどのクラブが活動しています。人会は常時受け付け

ています。

講座名 内　　容 講師(敬称3g)開設日時(募集人員)受講料

盆栽園芸
自然に親しみ、四季おり
おりの山野草と盆栽の手
入れ、作り方

金子義雄
毎月第２・４土曜日
午前の部ci人）
午後の部（詞人）

月額3,000円
(教材質を含む)

日曜大工
初めてのがたにも親しみやす
く､手作りの木工基本から実
用腰掛けなどの作り方

野マ山鉱次 毎月第2■̂ 日曜日
午前の部（3人）

月額2,500円
(教材貫を含む)

面打初級
狂言面「乙」（若い娘の意
味）を伝統的な面打ちの
技法により彫る

仮面研究家
宇野宗伯

毎月第２・４金曜日
午前の部（6人）
午後の部（2人）

月額2,OOO円
　(教材費と用
具費約31,000
円が必要)

●講座時間　午前の部…午前９時30分～11時30分(面打は、午前10時～午後零時30分)

　　　　　　午後の部…午後１時～３時30分

だ
さ

１
０

Ｆ
Ｖ

定
員
を
超
え
た
場
介
は
抽
選
。

　
申
込
方
法
　
３
月
１
‐
㈲
～
Ｈ
目
伽

に
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
3
0
分

休
館
日
　
　
月
曜
日

訓岡
練崎
セ地
ン域，
夕職
｜業

24回開催

定
期
講
座
（
４
月
～
平
成
目
年
３
月
）



㎜

㎜
-
ユ

矢
作
川
堤
防
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
道
路
が

供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
三
年
皮
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
矢

作
川
堤
防
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
の
道
路

が
、
四
月
上
旬
に
一
部
供
用
開
始
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
矢
作
川
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
は
、

平
成
三
年
に
姓
設
省
か
ら
提
案
さ
れ
、
天

白
町
か
ら
上
青
野
町
間
の
約
三
千
二
百
メ

ー
ト
ル
の
堤
防
道
路
の
交
通
安
全
と
堤
防

の
強
化
に
国
と
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
も
の
で
す
。

　
以
前
の
矢
作
川
の
堤
防
は
兼
用
道
路
と

な
っ
て
い
て
、
交
通
量
の
増
大
と
と
も
に

交
通
の
安
全
が
損
な
わ
れ
で
お
り
、
河
川

の
整
備
と
と
も
に
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て

の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
供
用
開
始
さ
れ
る
区
間
は
、
赤

渋
町
か
ら
中
之
郷
町
ま
で
の
約
千
三
百
メ

ー
ト
ル
。
矢
作
川
の
堤
防
の
小
段
に
盛
土

を
し
た
安
全
な
構
造
で
、
二
車
線
道
路
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歩
行
者

に
は
、
堤
防
天
端
道
路
を
開
放
し
て
交
通

の
安
全
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
治
水
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
水
防
活
動
用
の
土
砂
を
備
舗
し
た
り
、
路

体
盛
土
に
よ
る
堤
体
の
補
強
が
さ
れ
て
い

る
な
ど
河
川
管
理
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
周
辺
と
調
和
し
た
景
観
を
整

備
し
、
自
然
に
親
し
む
た
め
の
道
路
と
し

て
堤
防
沿
い
に
緑
化
を
図
り
、
堤
防
天
端

｜

｜

を
遊
歩
道
、
自
転
車
道
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

ー
ス
な
ど
と
し
て
活
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
矢
作
川
堤
防
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
と
並

行
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
美
矢
井

橋
河
川
緑
地
は
現
在
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、

自
由
広
場
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
矢
作
川
堤
防
の
防
災
機
能
の

向
上
と
交
通
の
安
全
を
確
μ
す
る
た
め
、

引
き
続
き
国
と
共
同
し
て
整
備
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
は
平
成
十
年
度
か
ら
平

成
十
二
年
皮
ま
で
の
三
年
間
の
第
八
期
実

施
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
施
計
画
は
、
「
明
る
く
、
住
み
よ

い
、
豊
か
な
岡
崎
市
」
の
実
現
を
め
ざ
す

　
「
第
四
次
岡
崎
市
総
合
計
ｍ
」
の
諸
施
策

を
具
体
化
す
る
短
期
の
事
業
計
画
と
し

て
、
行
財
政
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で

す
。

　
事
業
概
要
は
、
普
通
建
設
事
業
を
中
心

に
九
十
七
事
業
、
約
一
、
〇
二
〇
億
円
で
、

主
要
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
（
事
業
費

は
三
ヵ
年
の
合
計
）
。

・
市
立
岡
崎
病
院
移
転
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六
億
三
千
万
円

・
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
（
岡
崎
駅

　
束
土
地
区
画
整
理
事
業
、
シ
ビ
ッ
ク
コ

　
ア
地
区
整
備
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
億
六
千
万
円

・
田
園
地
域
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
モ
デ
ル
整

｜

　
備
事
業
　
　
　
　
　
二
六
億
九
千
万
円

・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
（
四
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
○
億
七
千
万
円

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
億
六
千
万
円

・
中
央
総
合
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
億
九
千
万
円

　
ま
た
、
こ
の
実
施
計
画
期
間
内
に
完
成

が
予
定
さ
れ
る
主
な
事
業
は
、
市
立
岡
崎

病
院
移
転
建
設
事
業
、
奈
良
井
貯
留
池
建

設
事
業
、
羽
根
大
池
調
整
池
改
修
事
業
、

震
災
対
策
等
水
道
施
設
整
備
事
業
、
消
防

出
張
所
建
設
事
業
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
（
三
館
分
）
、
赤
渋
ポ
ン
プ
場
建

設
事
業
、
公
営
化
宅
岩
津
化
宅
建
設
事
業
、

公
営
住
宅
伊
賀
山
荘
建
替
事
業
、
第
二
農

業
振
鼓
ハ
施
設
整
備
事
業
。
梁
野
地
区
・
河

合
北
部
地
区
・
男
川
上
地
区
農
業
集
落
排

水
施
設
整
備
事
業
な
ど
で
す
。

　
景
気
低
迷
に
加
え
、
国
の
公
共
事
業
費

削
減
は
地
方
自
治
体
に
も
及
び
、
ま
た
介

護
保
険
制
度
の
二
千
年
導
入
が
決
ま
る
な

ど
地
方
自
治
休
を
収
り
巻
く
財
政
状
況

は
、
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
平
成
十
年
の
開
院
を
め
ざ
す
市
立

岡
崎
病
院
移
転
建
設
事
業
を
は
じ
め
、
進

展
す
る
高
齢
化
社
会
に
対
す
る
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
姓
設
事
業
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
す
る
な
ど
市
民
生
活
の
向
上
に

役
立
て
る
各
種
事
業
を
創
意
と
工
夫
を
図

り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
実
施
計
画
書
は
、
企
画
課

　
（
市
役
所
六
階
）
と
図
書
館
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月1日○



不
用
品
情
報
交
換
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
皆
さ
ん
の
家
庭
に
は
、
ま
だ
十
分
に
使

え
そ
う
な
の
に
、
い
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
い
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
ゴ
ミ
に
す
る

よ
り
、
必
要
と
し
て
い
る
人
に
譲
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
ゴ
ミ
が
減
る
だ
け
で
な
く
、

資
源
の
有
効
利
用
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
不
用
‥
四
情
報
の
収
集
・
提
供

を
行
い
ま
す
。
い
ら
な
い
も
の
が
あ
る
場

譲りたい人
．　父渉　　、

譲ってほしい人
ゝ　　　　　　／

情謬

霜∧ゝ☆ ．ス

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ
ゝ

　　　　　　　　　　ゝ

閥ﾈｯﾄﾜｰｸtzﾝﾀｰ
■TT同口総桐扇-X 十／

H r･

合
、
そ
の
情

報
を
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
登
録
す
る

と
、
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
の

電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
案
内

さ
れ
ま
す
。

　
情
報
を
闘

い
て
品
物
を

譲
っ
て
ほ
し

い
と
き
は
登
録
し
た
人
に
連
絡
し
、
直
接

交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
不
用
品
情
報
の
募
集
を
三
月

二
日
冊
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
そ
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
満
二
十
歳
以
上
の
か
た
（
営

利
目
的
の
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
登
録
で
き
る
も
の

不
用
品
の
登
録
方
法

連
絡
す
る
内
容

｜
第363回

想
像
を
超
え
る
ジ
ャ
ン
プ

万
々
根
狐
火

　
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
キ
ー
・

ジ
ャ
ン
プ
の
団
体
で
日
本
は
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
。
最
年
長
の
原
田
選

手
が
、
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
、
団
体
競
技
と

も
Ｋ
点
を
は
る
か
に
超
え
る
特
大
ジ

ャ
ン
プ
を
披
露
し
た
こ
と
は
、
記
憶

に
新
し
い
。
百
三
十
五
μ
ま
で
計
測

で
き
る
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
視
界
を
超

え
、
競
技
審
判
団
が
手
動
で
着
地
点

を
躍
認
し
た
。
一
部
に
は
、
そ
の
不

手
際
を
指
摘
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、

競
技
関
係
者
の
恕
医
を
超
え
る
ジ
ャ

ン
プ
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
に
大
き
な

感
動
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
特
大
ジ
ャ
ン
プ
は
彼
に
と
っ
て
偶

発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
過
去
の
苦

難
を
糧
と
し
て
、
自
己
研
澄
を
重
ね

て
き
た
結
果
で
あ
る
。
彼
を
支
え
て

き
た
家
族
や
コ
ー
チ
陣
へ
の
感
謝
と

気
遣
い
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
、
そ
の
成
果
を
世
界
に
示
し
、
羽

ば
た
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　
個
人
が
あ
っ
て
家
族
、
家
族
や
学

校
、
職
場
が
あ
っ
て
地
域
社
会
が
あ

る
。
地
域
社
会
が
あ
っ
て
国
家
、
国

家
が
あ
っ
て
世
界
や
地
球
が
あ
る
。

と
も
す
れ
ば
、
国
際
派
的
感
覚
は
こ

う
し
た
過
程
を
忘
れ
が
ち
で
、
物
お

じ
は
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
国
際

社
１
　
か
ら
の
評
価
に
一
抹
の
不
安
を

感
じ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
ご
ろ
で
は
子
ど
も

の
バ
タ
フ
ラ
イ
ナ
イ
フ
に
よ
る
事
件

が
起
こ
り
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
が

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
や
や

も
す
る
と
、
そ
の
個
性
を
尊
重
す
る

あ
ま
り
、
精
神
的
に
周
囲
か
ら
見
離

さ
れ
た
匿
々
１
１
社
会
に
、
子
ど
も
自
身

を
辿
い
込
む
結
果
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
家
族
や
学
佼
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
お
い
て
も
社
会
の
　
　
　
員
と
し

て
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
に
立
ち
、
十
年
以

上
前
か
ら
「
学
区
こ
ど
も
の
家
」
を

幣
備
し
て
き
た
。
原
田
選
手
は
子
ど

も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
り
え
た
。
今

後
、
岡
崎
の
学
区
こ
ど
も
の
家
で
は
。

　
「
遊
び
の
場
」
だ
け
で
な
く
「
生
活

の
場
」
も
確
保
し
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
地
域
環
境
を
充

実
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
た
家
具
、
イ
ン
テ

リ
ア
煩
、
家
電
製
品
、
衣
類
、
ベ
ビ
ー
用

品
、
子
供
川
品
、
台
所
・
家
庭
用
品
な
ど

　
（
修
理
し
な
い
と
い
け
な
い
も
の
や
社
会

通
念
上
不
適
切
な
も
の
は
登
録
で
き
ま
せ

ん
）
。

　
連
絡
す
る
内
容
を
記
入
し
、
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
（
原
2
5
・
5
3
7
9
）
で

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
は
が
き
の
場
合
は
〒
川
・
：
0
0
0

2
　
市
内
鳥
隆
寺
町
字
阿
匪
保
五
番
地

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
で
。

’
ド

　
①
品
名
、
メ
ー
カ
ー
名
な
ど
　
②
大
き

さ
、
特
徴
、
規
格
な
ど
　
③
使
川
期
間

④
希
望
価
格
⑤
住
所
⑥
氏
名
⑦
年
齢

⑧
電
話
番
号
　
⑨
譲
っ
て
ほ
し
い
人
か
ら
の

連
絡
方
法
（
は
が
き
ま
た
は
電
話
、
電
話
の

場
合
は
連
絡
し
て
ほ
し
い
時
問
も
記
入
）

※
不
用
品
情
報
の
案
内
は
四
月
一
日
伽
よ

り
開
始
し
ま
す
。
案
内
の
聞
き
方
な
ど
に

つ
い
て
は
、
四
月
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り

で
紹
介
し
ま
す
。

生
活
環
境
課
減
量
対
策
係

a
2
3
・
６
５
３
０



　
二
月
十
一
日
、
地
域
文
化
広
場
に
、
雪

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
川
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

ゆ
か
り
の
ま
ち
岐
収
に
県
関
ヶ
原
町
か
ら
降

雪
の
少
な
い
岡
崎
の
Ｔ
ど
も
た
ち
へ
贈
ら

れ
た
も
の
で
、
十
一
ｊ
ト
ラ
ッ
ク
六
台
分
。

雪
が
降
ろ
さ
れ
る
と
、
早
速
子
ど
も
た
ち

は
雪
遊
び
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は

関
ヶ
原
町
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
か
ら
、

関
ヶ
原
八
‐
戦
雑
炊
が
振
る
舞
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
冷
え
た
体
を
温
め
、
に
っ
こ
り
。

七
草
摘
ん
で
、
食
べ
ま
し
た

　
二
月
七
日
、
秦

梨
小
学
校
で
、
七

草
会
食
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
全
校
児

童
が
縦
割
り
の
班

に
分
か
れ
、
見
本

の
カ
ー
ド
を
参
考

な
で
味
わ
い
ま
し
た
。
楽
し
く
て
お
い
し
い

授
業
は
、
子
ど
も
た
ち
に
人
人
気
で
し
た
。

白
銀
に
シ
ュ
プ
ー
ル

　
二
月
七
‐
、
岡
崎
市
民
ス
キ
ー
大
会
を

長
野
県
の
志
賀
高
原
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
日
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
負
け
な
い
奮
闘
ぶ

り
で
、
大
会
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
優

勝
者
は
次
の
と
お
り
。
團
四
年
】
筒
井
貴
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
・

―
―
ｉ
－
－
－
－
・

両
年

1
1」
相
沢
隆
清
、
蹟
降
ぱ
」
金
井
義
弘
、

壮
降
り
」
筒
井
孝
二
、
壮
降
匯
加
藤
陽
太
、

一
女
子
」
石
井
妙
仕
、
妥
午
と
星
野
幸
子
、

　
１
‐
　
ゝ

團
業
聊
冊
封
吐
鉄
建
会
　
　
（
敬
称
略
）

　　。ｔ●″｀い...･
－ig･・ｦf〃゛‘｀'－゛

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月１日ｅ



-

ｊ　ｌ

厳
し
い
審
査
を
乗
り
越
え
て

　
二
月
六
日
、
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
英

術
博
物
館
で
「
第
十
回
り
ト
ル
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
展
」
の
審
査
会
を
行
い
、
一
万
八
千

点
を
越
え
る
応
募
作
品
か
ら
優
秀
な
六
百

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
作
‥
川
は
三
川
十
四
日
出
か
ら
四
月

二
十
一
目
㈹
ま
で
、
子
ど
も
美
博
で
展
覧

し
ま
す
。
今
回
は
第
十
回
を
記
念
し
、
友

好
都
市
呼
和
浩
特
市
の
子
ど
も
た
ち
の
作

品
が
賛
助
出
品
さ
れ
ま
す
。

？'‾'

ザ
7‘1

□

賢で

り
一
口

￥
　
心
．

11



0邨4特脈し

　
市
の
佗
は
フ
ジ
で
す
が
、
岡
崎
と
い
え

ば
桜
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
寒
い
冬
を
抜
け
、
街
巾

が
ピ
ン
ク
の
霞
に
包
ま
れ
る
こ
ろ
が
一
番

岡
崎
ら
し
い
季
節
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
観
光
名
所
と
し
て
名
高
い
岡
崎
公
園
の

桜
も
見
事
で
す
が
、
乙
川
に
毘
ぐ
伊
賀
川

両
岸
の
約
六
八
〇
本
の
桜
は
三
い
に
わ
た

っ
て
桜
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
、
川
而
を
覆

う
よ
う
に
伸
び
た
枝
か
ら
散
り
か
か
る
薄

佻
色
の
桜
吹
雪
の
美
し
さ
は
格
別
で
す
。

　
こ
の
伊
賀
川
は
明
治
時
代
末
期
ま
で
は

現
在
地
よ
り
も
西
、
今
の
国
道
二
四
八
号

の
あ
る
あ
た
り
の
低
湿
地
を
流
れ
て
お

り
、
た
び
た
び
堤
防
が
決
壊
し
て
い
ま
し

た
が
、
地
元
民
の
尽
力
に
よ
っ
て
流
れ
を

変
え
る
人
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
年

の
歳
月
と
巨
額
を
か
け
た
難
工
事
の
お
か

け
で
川
の
氾
濫
も
な
く
な
り
、
周
辺
に
は

良
質
の
農
地
が
得
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
水
田
も
次
第
に
埋
め
立

て
ら
れ
、
戦
後
は
宅
地
化
が
進
ん
で
き
ま

し
た
。
私
か
連
日
ド
ジ
ョ
ウ
や
メ
ダ
カ
を

つ
か
み
に
通
っ
た
昭
和
四
十
年
代
、
伊
賀

川
は
ヒ
流
か
ら
流
れ
て
く
る
土
砂
に
よ
り

　
「
浅
川
」
と
呼
ば
れ
、
た
れ
流
し
に
さ
れ

る
廃
水
に
よ
っ
て
赤
黒
く
濁
っ
た
り
、
洗

剤
の
泡
の
中
を
ゴ

ミ
が
漂
っ
た
り
す

る
川
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和

四
ト
」
年
に
地
域

住
民
に
よ
っ
て

　
「
伊
賀
川
を
美
し

く
す
る
仝
」
が
結

成
さ
れ
、
一
斉
清

六ツ美ブロック

掃
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
地
道
な
努
力
に

よ
っ
て
最
近
で
は
か
な
り
水
は
浄
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、
桜
の
時
期
に
は
伊
賀

川
河
畔
に
も
ぽ
ん
ぼ
り
に
灯
が
と
も
る
よ

う
に
な
り
、
稲
熊
橋
と
石
神
橋
の
中
間
点

に
は
木
造
の
人
道
橋
「
さ
く
ら
小
橋
」
も

完
成
し
て
風
情
を
添
え
て
い
ま
す
。
川
岸

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
人
た
ち
も
み

ら
れ
ま
す
。
財
齢
六
十
年
に
な
る
桜
た
ち

は
、
川
を
守
り
続
け
る
人
に
も
、
ゴ
ミ
を

捨
て
て
い
く
人
に
も
、
毎
年
黙
っ
て
二
週

間
の
夢
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
つ
づ
け
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
冬
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
と
し
て
、
凧

あ
げ
、
独
楽
ま
わ
し
、
羽
子
板
と
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
っ
た
い

何
年
さ
か
の
ば
っ
た
ら
、
そ
れ
ら
で
遊
ぶ

光
景
が
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
の
所
で
は
二

十
年
ほ
ど
前
ま
で

は
子
ど
も
た
ち
が

遊
ん
で
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
所
で
は
ど

ヽ
つ
で
し
よ
ヽ
つ
か
。

　
中
で
も
竹
馬
は
、

ず
い
ぶ
ん
前
に
遊

ば
な
く
な
っ
た
も

の
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
中
、
六

ッ
芙
中
部
小
学
校
で
は
、
竹
馬
遊
び
を
竹

馬
大
会
と
し
て
行
う
よ
う
に
な
っ
て
二
十

五
年
に
な
り
ま
す
。

　
竹
馬
は
簡
単
そ
う
に
見
え
て
も
難
し

く
、
な
か
な
か
上
手
に
来
れ
る
よ
う
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
冬
休
み
の
間
に
一
生
懸
命

練
習
し
て
、
や
っ
と
乗
れ
る
よ
う
に
な
る

一
年
生
か
ら
、
自
在
に
扱
う
上
級
生
ま
で

様
々
。
竹
馬
大
会
で
は
、
そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
が
、
学
年
別
に
競
争
を
し
た
り
、
障

害
物
リ
レ
ー
を
し
た
り
し
ま
す
。

　
学
年
別
競
争
は
、
一
、
二
年
生
は
四
十

Ｕ
で
争
い
ま
す
が
、
ま
だ
竹
馬
に
憤
れ
て

い
な
い
の
か
、
な
か
な
か
ゴ
ー
ル
に
た
ど

り
着
き
ま
せ
ん
。
三
、
四
年
生
は
皿
ｔ
Ｕ
、

な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
ま
で
到
着
。
五
、
六
年

生
は
六
十
じ
、
さ
す
が
に
速
い
。
な
か
に

は
走
っ
て
い
る
子
も
い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
は
障
害
物
レ
ー
ス
。
地
区

>
/
■

‐
ｙ
刀

学
年
順
に
別
れ
て
、
ふ
つ
う
走
り
、

ボ
ー
ル
け
り
、
横
向
き
、
後
向
き
、
風
船

割
り
、
パ
ン
食
い
を
十
二
人
で
競
い
ま
す
。

　
さ
す
が
地
区
代
表
だ
け
あ
っ
て
ど
の
子

も
み
ん
な
上
手
に
竹
馬
に
乗
り
ま
す
。
高

学
年
に
な
る
ほ
ど
難
度
が
高
く
な
り
、
見

て
い
て
も
と
て
も
楽
し
い
レ
ー
ス
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
皮
、
竹
馬
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。
乗
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は
、
自
転
車

に
乗
れ
た
と
き
と
同
じ
気
持
ち
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
き
っ
と
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月l日ｅ
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か
ら

市
の
鳥

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
に
指
定

　
昭
和
五
十
年
三
月
二
十
七
日
、
市
の
鳥

を
「
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
」
と
定
め
ま
し
た
。

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
は
、
ス
ズ
メ
よ
り
も
少
し

大
き
く
、
白
い
顔
の
中
央
に
黒
い
線
が
入

っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
な
鳥
。
主
に
水
辺
で

生
活
す
る
こ
と
か
ら
、
市
内
を
流
れ
る
矢

作
川
を
は
じ
め
多
く
の
清
流
は
、
ハ
ク
セ

キ
レ
イ
に
と
っ
て
よ
い
生
活
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
に
は
、
数
千

羽
の
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
が
矢
作
橋
で
集
団
ね

ぐ
ら
を
作
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
市
の
花
は
フ
ジ
、
市
の
木

は
ミ
カ
ワ
ク
ロ
マ
ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

｜

清水美千代さん(美合町／右)

原田とめさん(岡町／左)

清
水
／
華
道
の
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
華
道
の
ほ
か
に
和

紙
折
り
絵
と
ヨ
ガ
も
や
っ
て
い
ま
す
。
原

田
さ
ん
と
は
こ
こ
で
友
達
に
な
り
ま
し
た
。

原
田
／
今
回
の
作
品
は
四
時
間
か
け
て
仕

上
げ
ま
し
た
。
一
生
懸
命
作
っ
た
の
を
み

ん
な
に
兄
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

成果を披露　高年者センターまっり

　２月６日・７日、高年者センター岡崎で高年者セン

ターまつりが行われました。日ごろの講座で身につけ

た成米の発表と、地域住民のふれあいを図るのが目的で、

今年で６回目を数えます。作品の展示、舞台発表、力　●

ラオケ大会や劇団上演などに多くの人が訪れました。

増田三朗さん(藪田２丁目／左)

勝子さん

　
詩
吟
の
部
に
出
ま
す
。
詩
吟
は
お
腹
か

ら
大
き
な
声
を
出
す
の
で
健
康
に
い
い
で

す
よ
。
講
座
を
受
け
な
が
ら
多
く
の
友
達

が
で
き
る
の
で
、
こ
こ
に
く
る
の
が
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
、
二
人
で

よ
く
買
い
物
に
い
き
ま
す
。
お
互
い
を
思

い
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

本多一雄さん(桑谷町／右)

中田道博さん(美合町／左)

本
多
／
ほ
と
ん
ど
毎
日
碁
を
打
ち
に
こ
こ

に
来
て
い
ま
す
よ
。
碁
を
教
え
た
り
、
教

え
あ
っ
た
り
、
普
段
遊
ぶ
こ
と
が
な
い
の

で
有
意
義
に
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
。

中
田
／
い
ま
七
十
九
歳
で
す
。
元
気
の
秘

訣
は
、
早
く
寝
て
早
く
起
き
る
こ
と
か
な
。

こ
こ
は
和
気
あ
い
あ
い
で
い
い
で
す
ね
。

ｅ



自然を記録しながら
村績山び｣a r-回辻成
市川敏雄さん

(東敵前町･68歳)

　
束
職
前
町
の
元
教
‥
只
市
川
敏
雄
さ
ん
は
、

平
成
五
乍
二
月
か
ら
市
北
部
の
奥
山
田
町

に
あ
る
村
禎
山
（
標
鳥
約
二
百
六
ト
口
）
に

登
り
始
め
、
平
成
十
年
一
月
ト
ー
‐
に
つ

い
に
通
算
千
川
目
の
登

頂
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
市
川
さ
ん
は
、
現
在

も
自
宅
か
ら
材
積
山
の

山
頂
ま
で
往
復
約
ｔ
ｊ

の
道
の
り
を
三
日
に
二

日
‥
の
ベ
ー
ス
で
早
朝
歩

き
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
回
の
登
頂
を
克

ｔ
ポ

登
頂
千
回
目
の
時
の
よ
う
す
は
？

　
孫
娘
な
ど
親
族
陥
入
が
同
伴
し
て
く
れ

た
ん
で
す
よ
。
い
つ
も
の
よ
う
に
午
前
六

時
過
ぎ
に
登
頃
し
ま
し
た
。
ま
だ
辺
り
は

ま
っ
暗
で
、
眼
下
に
は
夜
が
明
け
ぬ
岡
崎

の
夜
景
が
広
が
り
、
と
て
も
き
れ
い
で
感

動
的
で
し
た
ね
。
そ
こ
で
、
孫
た
ち
が
１

川
を
祝
っ
て
記
念
の
刻
印
の
は
い
っ
た
懐

中
時
計
を
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
本
当
に
し
あ
わ
せ
な
梵
唄
で

し
た
。

た
び
た
び
の
登
頂
の
効
川
は
？

　
ま
ず
、
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

　
　
こ

　
　
　
　
。

　
ｈ

ｙ
で
‘
、

ｙ

　
　
　
_
　
　
　
ｒ
^
-
_
'

--

明
に
記
録
し
、
日
記
そ
の
も
の
が
村
偵
山

の
自
然
誌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
登
頂
千
回
を
越
え
た
今
の
心
境
や
材
積

山
の
自
然
の
魅
力
を
市
川
さ
ん
に
お
聞
き

し
ま
し
た
。

登
り
続
け
た
の
は
な
ぜ
？

　
富
士
山
に
登
り
た
く
な
り
、
そ
の
鍛
練

で
村
禎
山
に
登
り
始
め
た
ん
で
す
。
富
士

山
登
頂
は
無
事
果
た
し
ま
し
た
が
、
私
は

何
事
に
つ
け
継
続
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
る
性
分
だ
っ
た
の
で
、
村
禎
山
の
輦
頂

を
で
き
る
限
り
続
け
て
み
よ
う
と
決
心
し

ま
し
た
。

こ
と
で
し
ょ
う
。
忖
積

山
は
自
然
が
豊
富
で
四

季
の
移
り
変
わ
り
を
ま

の
あ
た
り
に
で
き
ま
す
。

植
物
や
昆
虫
、
キ
ッ
ネ
、

野
鳥
な
ど
の
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
野
性
動
物
が

観
察
で
き
ま
す
よ
。

　
次
に
健
康
で
す
。
無

理
せ
ず
に
続
け
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

村
積
山
の
四
季
折
々
の
兄
所
は
？

　
春
は
桜
が
す
ば
ら
し
い
で
す
よ
。
桜
荼

木
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
美
し
い
。
そ

の
あ
と
は
新
緑
が
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
夏
は
セ
ミ
の
鳴
き
声
、
秋
は
、

虫
の
音
。
そ
し
て
一
番
好
き
な
の
が
冬
の

材
積
山
で
す
。
山
頂
に
着
く
午
前
六
時
こ

ろ
は
ま
だ
真
っ
暗
。
道
す
が
ら
啼
や
み
の
恐

怖
心
と
孤
独
感
を
克
服
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
あ
と
兄
る
こ
と
の
で

き
る
山
頂
か
ら
の
西
三
河
の
夜
景
は
、
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
あ
り
ま
す
ね
。

-

Ｆ
鴫

学
区
≫
　
)
Ｘ
ｊ
も
の
家
は
ど
ん

な
施
設
で
す
か
、

・二:７－i?ｒ,.，

.ドvダriiiVi、，.w,^-.^lbi私‘-';･

　片岡享子さん

　　(矢作町)

小
学
校
区
ご
と
に
あ
る
こ
ど
も
の
家

４
　
i
S
'

４

だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る

の
で
す
か
。

小
学
生
が
安
心
し
て
遊
ぶ

こ
と
の
で
き
る
施
設
で
す
。

　青少年女性課

清水青少年係長

　
子
ど
も
の
こ
ろ
遊
ん
だ
近
所
の
空
き
地

や
神
社
の
境
内
。
そ
こ
に
は
遊
び
の
天
才
た

ち
の
生
き
生
き
と
し
た
生
活
の
場
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
空
間
と
し
て
利
川
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
が
学
区
こ
ど
も
の
家
で
す
。

　
施
設
の
概
要
は
、
球
技
や
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
縄
跳
び
な
ど
が
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
室
と
読
書
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
室
内

遊
び
が
で
き
る
造
形
図
書
室
が
あ
り
、
教

員
経
験
の
あ
る
指
導
員
が
一
名
常
駐
し
て

い
ま
す
。

　
学
佼
帰
り
に
友
達
と
立
ち
寄
っ
て
遊
ん

で
い
け
る
安
全
な
施
設
で
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
川
で
き
る
の
は
、
体
格
差
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
小
学
生
の
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
利
用
時
間

▼
平
口
（
月
～
土
）
午
後
一
時
～
六
時
（
季

節
に
よ
り
時
間
が
変
わ
り
ま
す
）

▼
第
二
・
第
四
土
曜
及
び
学
校
長
期
休
業

‐
午
前
十
時
～
正
午
、
午
後
一
時
～
六
時

一
大
人
（
学
区
民
）
の
利
用

子
ど
も
の
使
わ
な
い
時
間
帯
に
限
り
、
団

体
登
録
を
し
て
利
川
で
き
ま
す
。

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月1日Φ



カ
ル
タ
が
伝
え
る

市
の
北
東
部
に
あ
る
生
平
地
区
。
初
夏
に
な
る
と

ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
な

ど
、
緑
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

生
平
地
区

j諮ぞっこ
心瓦レ

杉山邦夫さん

匹平川･41歳）

　
生
平
小
学
校
は
、
。
ト
ど
も
た
ち
が
郷
Ｌ

を
愛
し
。
郷
上
を
知
る
た
め
に
「
乍
ｙ
ふ

る
さ
と
カ
ル
タ
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
と
、

　
「
か
」
・
：
火
事
出
す
な
　
人
火
の
教
え

　
　
　
　
八
７
に
生
き
。

　
こ
の
大
火
と

は
、
昭
和
三
ト
六

年
に
発
生
し
た
火

事
の
こ
と
で
す
。

肢
災
吐
帯
三
ト
七

棟
、
被
災
行
瓦
十

一
人
、
死
噺
一
入
、

負
傷
者
七
人
で
、

近
郊
農
村
地
帯
で

は
空
前
の
災
害
と

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
地
区
の

消
防
団
部
長
で
あ

る
杉
山
邦
夫
さ
ん

ふ

･メ

「
私
自
身
は
、
当
時
ま
だ
丘
歳
で
し
た

の
で
、
火
事
に
つ
い
て
よ
く
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。
で
も
、
人
人
た
ち
が
小
学
校
の
調

理
室
を
使
っ
て
炊
き
出
し
を
し
た
り
、
衣

類
の
差
し
人
江
を
し
た
り
と
、
懸
命
に
勁

く
姿
を
兄
て
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
ん

だ
な
、
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
そ

の
経
験
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
乍
平
の
消
防

団
‥
μ
は
任
期
斤
年
で
交
代
し
、
地
区
の
令

‥
μ
が
経
験
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
ほ
か
の
地
区
と

は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
」
と
、
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、

　
「
は
」
…
ホ
タ
ル
斯
う
　
ふ
る
さ
と
の
川

　
　
　
　
ぼ
く
ら
の
ほ
こ
り
。

の
カ
ル
タ
に
歌
わ
れ
て
い
る
、
自
然
の
豊

か
き
に
つ
い
て
、
「
小
学
生
の
こ
ろ
は
、
夏

は
学
校
僑
の
た
も
と
の
男
川
を
プ
ー
ル
代

わ
り
に
し
て
泳
い
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

数
人
の
友
だ
ち
と
浅
瀬
に
簡
単
な
仕
掛
け

を
し
て
、
魚
を
捕
ま
え
た
も
の
で
す
」
と

杉
山
さ
ん
。

　
生
平
地
区
に
は
昨
年
、
三
世
代
宅
地
供

給
事
業
「
ち
せ
い
の
里
」
が
完
成
し
、
新

た
な
化
民
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
生

平
が
自
然
と
調
和
し
な
が
ら
、
発
展
を
続

け
て
い
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
の
が
杉
山

さ
ん
の
希
望
だ
そ
う
で
す
。

１　１

'μ.

山下亜紀さん(針崎町)

人気ゾ)良い目にはぽになって寝返･リ)練習です。

はi£・f) 刎＼)

河野礼美さん(蓑川町)

K形の帽T･をかぶって､ひょうきん:こ

見える!?でXJ 、まだ＼巌ちょっとです。
(a/i香・1 歳3ヵIJ)
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Ｗ
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４
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＼
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．
．
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い
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小
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榊原佳子さん(3歳･人平町)
前回(２月1日号)の答:南公園

ｅ

(む

　衿ノ
　'

;,●

こい

問題：「黄金時代のポ

スター芸術」が開催さ

れる場所は？

（3月13日必着）

応募方法しはがき:こ「答」と

住所、氏胞年齢、職業を明

記のうえ、〒44-ト8601　岡崎

市役所広樅課広搬係まで。は

がきは　ｰ人一菜とし、i|ﾐ解者

の巾から５人のかたに記念品

をI!かIし

　前回の応募総数は184 Aで、

抽選の結米、羽/j拉ii恵子（鴨

田山町) 、小鴨計二（|-Jl!iニ。

丁ID 丿㈹次（硝肌

広田弘芙（桑原町）､小林訪（束:

牧内町）の皆さんに記念1 Iを

送ります。



子
ど
も
美
術
博
物
館
の

春
の
特
別
講
座
（
切
り
絵
）

●

Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ

　
日
時
　
３
月
2
1
日
出
、
2
2
日
向

各
―
回
　
午
前
1
0
時
～
午
後
２
時

　
場
所
　
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美

術
博
物
館
　
視
聴
覚
室

　
内
容
　
カ
ッ
タ
ー
と
紙
さ
え
あ
れ

ば
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
切

り
絵
に
挑
戦

　
講
師
　
元
美
川
中
学
校
長
　
山
田

利
一
氏

　
対
象
　
小
学
生
以
上
。
た
だ
し
、

３
年
生
以
下
の
小
学
生
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
。

　
募
集
人
員
　
各
日
と
も
3
0
人
（
先

着
順
）

　
受
講
料
　
教
材
費
三
百
円
。
ほ
か

に
入
館
料
（
大
人
三
百
円
、
小
人
百

円
）
が
必
要
。

　
申
込
方
法
　
３
月
1
0
日
出
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
先
着
順
に
受
け
付
け
、

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

　
そ
の
他
　
①
昼
食
は
各
自
で
用

意
。
②
希
望
の
下
絵
が
あ
り
ま
し
た

ら
当
日
持
参
く
だ
さ
い
　
（
大
き
さ
は

Ｂ
５
判
以
下
）
。

臨子
時ど
休も
館美
の術
お博
知物
ら館
せの

　
３
月
‥
１
１
日
伽
～
1
3
日
廊
は
、
展

示
替
え
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

Ｍ
Ａ
Ｔ

　
各
大
会
と
も
、
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
〒

桐
…
0
8
5
4
　
市
内
六
名
本
町
７

番
地
　
岡
崎
市
体
育
協
会
「
各
大
会

係
」
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
書
・
要
項
は
、
市
役

所
体
育
課
（
福
祉
会
館
４
階
）
ま
た

は
市
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
ｒ
ｉ
ｌ
１
９
、
！
―
・

［
市
民
目
直
大
会

　
1
1
1

　
日
時
　
４
月
1
2
日
闘
（
近
的
の
部
）

午
前
９
時
3
0
分

Ｏ
Ｎ
●

　
場
所
　
中
央
総
合
公
園
弓
道
場

　
種
目
　
①
高
校
生
　
②
一
般
（
大

学
・
短
大
も
含
む
）
い
ず
れ
も
男
女
別

　
申
込
期
限
　
３
月
2
7
日
脚

１　
　
市
民
総
合
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
日
程
　
４
月
５
日
間
～

　
場
所
　
愛
知
県
総
合
運
動
場
ほ
か

　
種
目
　
①
一
般
男
子
の
部
　
②
一

般
女
子
の
部
　
③
高
校
女
子
の
部

　
参
加
料
　
Ｉ
チ
ー
ム
千
円
（
監
督

会
議
で
納
入
）

　
監
督
会
議
　
３
月
2
1
日
出
午
後
７

時
か
ら
市
体
育
館
第
１
会
議
室

　
申
込
期
限
　
３
月
1
4
日
出

　
日
時
　
４
月
1
9
日
間
・
2
6
日
剛

午
前
９
時
～

　
場
所
　
中
央
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ

　
種
目
　
①
高
校
・
一
般
の
部
（
1
9

日
）
　
②
中
学
生
の
部
（
2
6
日
）

い
ず
れ
も
男
女
別

　
申
込
期
限
　
①
は
４
月
４
日
出
、

②
は
４
月
X
1
日
出

　
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

　
日
時
　
男
子
の
部
＝
４
月
５
日
向

女
子
の
部
＝
４
月
1
2
日
間
　
午
前
９

９
　
～

　
場
所
　
中
央
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ

｜

｜

（〒444…8601）を正確に記載すれば、住所の記載を市役所宛ての郵便物については、個別番号
省略することができます。

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月１日ｅ
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―
ト　

種
目
　
男
女
と
も
ダ
ブ
ル
ス

　
参
加
料
　
Ｉ
チ
ー
ム
八
百
円

込
時
に
納
入
）

　
申
込
期
限
　
３
月
2
2
日
間

心中

総
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
日
時
　
４
月
1
2
日
剛
・
1
9
日
間

午
前
９
時
～

　
場
所
　
1
2
日
＝
市
体
育
館
　
1
9
日

＝
中
央
総
合
公
園
体
育
館
・
武
道
館

　
種
目
　
①
高
校
（
1
2
日
）
②
一
般

　
（
1
9
日
）

　
申
込
期
限
　
３
月
2
3
日
㈲

市
民
剣
道
大
会

　
日
時
　
４
月
５
日
剛
　
午
前
９
時

3
0
分
～

　
場
所
　
市
体
育
館

　
種
目
　
①
小
学
―
・
２
年
生
の
部

②
小
学
３
・
４
年
生
の
部
　
③
小
学

５
・
６
年
生
の
部
　
④
中
学
―
・
２

年
生
の
部
　
⑤
中
学
３
年
生
の
部

⑤
高
校
の
部
　
⑦
一
般
の
部
　
⑧
な

ぎ
な
た
競
技
の
部
　
⑨
居
合
道
競
技

の
部
　
（
④
～
⑦
は
男
女
別
）

　
申
込
期
限
　
３
月
1
5
日
剛

ボ
ク
シ
ン
グ
講
習
会

　
日
時
　
４
月
５
日
向
　
午
前
1
0
時
～

　
場
所
　
乙
川
河
川
敷
右
岸
特
設
リ

ン
グ

　
内
容
　
縄
跳
び
、
シ
ャ
ド
ー
ボ
ク

シ
ン
グ

　
指
導
　
岡
崎
ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　
対
象
　
市
内
の
小
中
学
生
男
子

　
募
集
人
員
　
2
0
人
（
先
着
順
）

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
①
住
所

②
氏
名
　
③
年
齢
　
④
電
話
番
号

⑤
体
重
を
記
入
し
、
〒
禰
…
0
8
5

4
　
市
内
六
名
本
町
七
番
地
　
岡
崎

市
体
育
協
会
「
ボ
ク
シ
ン
グ
講
習
会
」

係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
３
月
1
5
日
剛

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
各
教
室
と
も
、
往
復
は
が
き
に
①

希
望
す
る
教
室
名
②
氏
名
③
性
別
④

電
話
番
号
⑤
学
校
名
、
４
月
か
ら
の

学
年
⑥
保
護
者
名
⑦
経
験
年
数
を
記

入
し
（
返
信
用
は
が
き
に
も
住
所
、

氏
名
を
）
記
入
し
、
〒
…
一
一
・
：
0
8
5

4
　
市
内
六
名
本
町
７
番
地
　
体
育

協
会
「
各
教
室
係
」
へ
。
電
話
で
の

申
し
込
み
は
不
可
。
ま
た
、
会
費
は

原
則
と
し
て
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。
甲
し
込
み
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
必
ず
体
育
協
会
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。
各
教
室
の
詳
し
い
開

催
要
項
は
市
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

　
場
所
は
、
各
教
室
と
も
中
央
総
合

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

婦
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
日
時
　
４
月
か
ら
ア
月
の
毎
週
金

曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

　
募
集
人
員
　
5
0
人

　
会
費
　
八
千
五
百
円
（
一
括
）

　
申
込
期
限
　
３
月
2
5
日
伽
（
必
着
）

　
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
日
時
　
４
月
か
ら
７
月
の
毎
週
土

曜
日
　
午
後
２
時
～
４
時

　
対
象
　
市
内
在
学
の
小
学
３
年
生

以
上

　
会
費
　
一
万
三
千
円
（
一
括
）

　
申
込
期
限
　
３
月
2
5
日
南
（
必
着
）

　
中
学
・
一
年
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
日
時
　
４
月
か
ら
７
月
の
第
２
、

第
４
土
曜
日
　
午
後
２
時
～
４
時

　
対
象
　
市
内
在
学
の
中
学
１
年
生

　
募
集
人
員
　
3
0
人

　
会
費
　
六
千
円
（
一
括
）

　
申
込
期
限
　
３
月
2
5
日
伽
（
必
着
）

　
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
日
時
　
４
月
か
ら
７
月
の
毎
週
火

曜
日
、
金
曜
日
（
週
２
回
）
　
午
前

７
時
～
９
時

　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
5
0
歳

以
上

　
会
費
　
一
万
四
千
円
（
一
括
）

　
申
込
期
限
　
３
月
2
5
日
南
（
必
着
）

定
例
テ
ニ
ス

　
日
時
　
４
月
か
ら
７
月
の
毎
週
木

曜
日
ま
た
は
金
曜
日
　
①
午
前
1
0
時

～
②
午
後
１
時
～
③
午
後
３
時
～
④

｜

午
後
７
時
～
の
各
１
時
間
3
0
分

　
ク
ラ
ス
　
各
時
間
と
も
初
級
・
初

中
級
・
中
上
級
・
上
級
の
４
ク
ラ
ス

あ
り

　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上

　
会
費
　
一
万
三
千
円
、
④
は
一
万

四
千
七
百
円
（
一
括
）

　
申
込
期
限
　
３
月
1
5
日
間
（
必
着
）

※
　
希
望
曜
日
、
時
間
を
必
ず
記
入

土
日
テ
ニ
ス

　
　
　
　
　
　
　
ー
－

　
日
時
　
毎
週
土
曜
日
ま
た
は
日
曜

日
（
登
録
制
）
　
午
前
９
時
3
0
分
'
　
.

1

時　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上

　
登
録
料
　
年
間
千
五
百
円

　
受
講
料
　
―
回
千
円

　
申
込
期
限
　
３
月
1
5
日
間
（
必
着
）

勤
労
者
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー

Ｈ

１

　
日
時
　
３
月
1
3
日
出
　
午
後
２
時

～
３
時
3
0
分

　
場
所
　
愛
知
県
西
三
河
総
合
庁
舎

７
階
7
0
1
号
会
議
室

　
内
容
　
職
場
の
い
じ
め
Ｉ
そ
の
構

造
の
解
明
と
解
決
策
を
探
る
Ｉ

　
講
師
　
弁
護
士
　
後
藤
潤
一
郎
氏

　
対
象
　
事
業
所
の
労
使
関
係
者
、

関
係
団
体
の
職
員
及
び
一
般
勤
労
者

　
募
集
人
員
　
5
0
人

　
受
講
料
　
無
料

※
　
詳
し
く
は
、
商
工
労
政
課
ま
た

は
県
西
三
河
労
政
事
務
所
（
酋
2
7
・

ｎ
／
‘
７
＾
Ｘ
）
＾
¨
／
一
）
　
へ
ｃ

●



愛
知
環
状
鉄
道
1
0
周
年
記
念

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
開
催
日
　
４
月
５
日
向

　
コ
ー
ス
　
愛
知
環
状
鉄
道
大
門
駅

か
ら
中
岡
崎
駅
ま
で
の
約
1
0
。
・

　
受
付
時
問
・
場
所
　
午
前
９
時
～

1
1
時
　
大
門
駅
で
随
時
受
付
後
出
発

　
指
導
協
力
　
愛
知
県
歩
け
歩
け
協

会
ほ
か

　
そ
の
他
　
小
雨
決
行
。
当
日
の
開

催
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
電
話
Ｆ
Ａ
ｘ
サ

ー
ビ
ス
a
2
2
・
7
7
7
7
　
メ
ニ
ュ

ー
番
号
６
０
９
「
岡
崎
市
役
所
伝
言

板
」
で
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
1
9
日
間
瀬
戸
市
、
４

月
2
9
日
㈲
春
日
井
市
で
同
様
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

親
子
ス
キ
ー
教
室

　
日
時
　
３
月
2
4
日
㈲
　
午
後
１
時

市
体
育
館
集
合
・
2
6
日
俐
　
午
後
７

時
解
散

　
場
所
　
飛
騨
高
山
ス
キ
ー
場

　
対
象

者
同
伴
）

小
学
生

（
低
学
年
は
保
護

　
募
集
人
員
　
4
0
人
（
先
着
順
）

　
参
加
料
　
一
万
六
千
円

　
申
込
方
法
　
市
体
育
館
に
あ
る
申

込
用
紙
で

女
性
の
た
め
の
職
業
講
習
会

経
理
事
務
（
基
礎
）

　
日
時
　
４
月
1
0
日
出
～
６
月
９
日

㈹
の
2
1
日
間
　
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後
３
時
1
5
分

　
場
所
　
幸
田
町
民
会
館
会
議
室

　
（
幸
田
町
大
草
字
丸
山
6
0
　
a
6
3
・

－
１
１
１
）

　
内
容
　
日
商
簿
記
検
定
３
級
程
度

の
内
容
の
商
業
簿
記

　
対
象
　
就
業
を
希
望
す
る
女
性

　
（
３
級
以
上
の
資
格
保
持
者
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
2
5
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

自
己
負
担
）

　
申
込
方
法
　
３
月
1
7
日
㈹
　
午
前

1
0
9
　
～
午
後
３
時
の
間
に
、
幸
田
町

民
会
館
小
会
議
室
で
受
け
付
け
。

簿
記
会
計
講
座
（
初
級
）

　
日
時
　
４
月
1
0
日
～
５
月
2
9
日
の

毎
週
月
曜
、
水
曜
、
金
曜
日
（
合
計

2
0
日
間
）
　
午
後
６
時
～
８
時

　
場
所
　
岡
崎
商
工
会
議
所
５
階
特

別
研
修
室

　
内
容
　
商
業
簿
記
（
日
商
簿
記
検

定
３
級
程
度
）

　
講
師
　
岡
垣
商
工
会
議
所
中
小
企

業
相
談
所
経
営
指
導
員
　
高
木
政
弘

　
募
集
人
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

　
受
講
料
　
二
万
四
千
円

　
申
込
方
法
　
受
講
料
を
添
え
て
、

商
工
会
議
所
へ
。

　
申
込
期
限
　
４
月
３
日
吻

募
集

岡
崎
市
民
美
術
展

作
品
募
集

（
市
民
展
）

　
会
期
　
５
月
2
3
日
出
～
3
1
日
間

午
前
1
0
時
～
午
後
６
時
（
月
曜
日
休

館
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　
場
所
　
岡
崎
市
美
術
館

　
応
募
資
格
　
1
6
歳
以
上
で
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た
。
た
だ

し
、
岡
崎
美
術
協
会
会
員
及
び
昨
年

秋
の
岡
崎
美
術
展
（
岡
展
）
で
受
賞

さ
れ
た
か
た
を
除
く
。

　
出
品
料
　
無
料

　
出
品
条
件
　
未
発
表
の
作
品
で
同

一
部
門
一
人
一
点
に
限
る
。

　
募
集
部
門
　
日
本
画
・
洋
画
・
彫

塑
工
芸
・
書
道
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

　
出
品
規
格
　
▽
日
本
画
・
洋
画
Ｈ
‥

5
0
号
以
下
で
額
装
ま
た
は
仮
縁
の
も

の
▽
彫
塑
工
芸
＝
重
量
5
0
a
以
下
の

岡崎市美術博物館特別企画展

mtzt^mm。生ａ諏鎮圧[ルj[ﾀ]三巨]圓園

ル
タ
ー
著
作
全
集

　美術博物館の臨時休館日

　展示替えのため、３月16日(月)

～20日吻は臨時休館します。なお、

レストラン｢セレーノ｣、ミュージ

アムショップ｢クロスピア｣も３

月16日(月)・17日(火)休業します。

演　徳善義和氏（ルーテル学院大学

教授）

　【3／291「蓮如と民衆」蓮如と三

河地方の関係について講演

新行紀―氏（愛知教育大学教授）

　【4／12】「ルターとコラール」

オルガンの演奏を中心にコラールを

わかりやすく解説　石田友雄氏（筑

波バッハの森文化財団代表）

　【4／19】「絵解き…蓮如絵伝…」絵

解きの実演　太藤順誼氏（真宗大谷

派三河別院輪番）

※　いずれも午後2 時から美術博物

館セミナールームで。先71170人・聴

講無料。

岡崎市美術博物館容28・５０００

■場所　岡崎市美術博物館

■会期　３月21日鴎～５月10日(日)

　(月曜日と５月６日休館・５月４日

(月)は開館)

■開館時間　午前10時～午後６時

　(入館は閉館30分前まで)

Ｉ入場料　一般800円(600円)、小中

学生400円(300円)　括弧内は前売

り、団体料金(前売券は3 /20まで岡

崎市美術博物館、岡崎市美術館、市

役所文化振興室、各支所で販売中)

　マインドスケープ・レクチャー

　【3／22】｢ルターの讃美歌とバッハ

のカンタータ…<復活カンタータ４

番〉を聴く…｣　カンタータを鑑賞

しながらルターとパッハの関係を講

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月1日R
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も
の
▽
書
道
＝
仕
上
が
り
寸
法
1
8
2
惣

ｘ
1
0
0
？
以
内
で
粋
張
り
ま
た
は
額
装

の
も
の
（
縦
横
自
由
）
▽
写
真
＝
半

切
以
上
で
写
真
用
パ
ネ
ル
張
り
の
も

の
（
プ
ロ
パ
ネ
ル
・
額
装
は
除
く
）

▽
デ
ザ
イ
ン
＝
Ｂ
全
判
（
7
2
・
８
？

ｘ
1
0
3
？
）
以
内
で
パ
ネ
ル
張
り
の
も

の　
応
募
方
法
　
５
月
1
9
日
㈹
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
６
時
の
間
に
出
品
票
・

作
品
添
付
票
・
作
品
預
り
証
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品
を
岡
崎

市
美
術
館
に
搬
入
。
用
紙
は
市
役
所

文
化
振
興
室
、
市
美
術
館
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
内
画
廊
に
あ
り
ま
す
。

　
賞
　
岡
崎
市
長
賞
ほ
か
（
出
品
者

全
員
に
記
念
品
）

　
そ
の
他
　
作
品
に
よ
っ
て
は
展
示

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

作
品
の
保
管
に
つ
い
て
、
不
時
の
災

害
及
び
搬
出
期
限
後
に
お
い
て
は
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

お
い
で
ん
施
設
め
ぐ
り

参
加
（
団
体
・
個
人
）
募
集

　
市
の
公
共
施
設
な
ど
を
見
学
し
、

行
政
の
姿
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
ご
意
見
な
ど
を
広
く
お
聴

き
す
る
た
め
の
施
設
見
学
会
で
す
。

団
体
募
集

　
見
学
コ
ー
ス
　
市
の
施
設
を
中
心

に
４
～
５
ヵ
所
く
ら
い
の
見
学
先
を

選
び
、
コ
ー
ス
を
決
定
し
ま
す
。

　
見
学
予
定
時
間
　
午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
集
合
出
発
時
間
　
午
前
８

時
3
0
分
）

　
対
象
　
3
0
～
4
0
人
の
団
体
申
し
込

み
に
限
り
ま
す
。

　
受
付
　
３
月
2
4
日
㈹
の
午
前
９
時

3
0
分
か
ら
1
0
時
ま
で
に
、
岡
崎
市
職

員
健
保
会
館
2
0
2
号
室
（
市
役
所
西
5
0

び
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
け
付

け
順
を
抽
選
し
、
日
付
を
決
め
ま
す
。

な
お
、
抽
選
後
に
ま
だ
開
催
予
定
日

が
空
い
て
い
れ
ば
、
午
後
１
時
か
ら

一
団
体
募
集
日
程
表
（
計
2
3
回
）

７
月

６
月

５
月

10 3
日日mm

　　ア
　　日　　固

　　８
　　日
　　困

30 23 16 9 2
日a日日日
㈲㈹㈹固㈹

　24 17 10 3
　日日日日
　剛團團(水)

　●　●　●　1
　26 19 12 5
　日日日日　咄唸)咄咄

29 22 15
日日日
倒咄咄

　26 19
　日日
　両叫

　27 20
　日日　(刈困

来
庁
ま
た
は
電
話
で
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

　
参
加
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
入
場

料
・
拝
観
料
な
ど
が
必
要
な
場
合
は

参
加
者
で
負
担
）

　
そ
の
他
　
▽
集
合
地
（
―
力
所
）

ま
で
送
迎
し
ま
す
。
　
▽
雨
天
で
も

決
行
し
ま
す
。
　
▽
昼
食
は
参
加
団

体
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
▽
軽

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
　
▽
市

政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

Ｉ個人募集日程

個
人
募
集

　
　
●

個
人
募
集

　
は
が
き
に
、
①
見
学
希
望
先
　
②

希
望
日
（
一
枚
に
つ
き
一
日
に
限
る
）

③
参
加
者
全
員
の
住
所
　
④
氏
名

　
（
代
表
者
に
○
印
）
　
⑤
年
齢
　
⑥

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
伽
…
８
６

Ｏ
Ｉ
　
岡
崎
市
役
所
広
報
課
「
お
い

で
ん
施
設
め
ぐ
り
」
係
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
決
定
し
、
結
果
は
代
表
者
全

員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
申
込
期
限
　
３
月
2
5
日
伽
（
必
着
）

見学先 市内の施設見学 鳳来教育林シャクナゲの里

開催日 ４月28日y<)・5月８日廊 ５月１日面･７日困・13日伽

定　員 各日とも40人

集　合 午前8時45分市役所束玄関市民ロビー

解散時間 午後４時（予定） 午後４時30分（予定）

参加料 無　料

持ち物 弁当・水筒・筆記用具

対　象
市内に在住､在勤､在学しているかたで､個人または６人以下のグルー
プ（家族、友人など）。

見　学
コース

情報ネットワークセンター→リサ
イクルプラザ→市美術博物館→奥
殿陣屋（昼食）→農業バイオセン
ター→八丁みそ工場

長篠城址→鳳来教育林シャクナゲ
の里（南設楽郡鳳来町）→愛知県
民の森

注意事項

・雨天決行。軽装で参加を。
・アンケートを実施します。
・奥殿陣屋には食事のできるとこ
　ろがあります。
一美術博物館観覧希望の場合入場

　料が必要です。

・雨天決行
・アンケートを実施します。
・急傾斜地の山歩きをします。適

　した服装で参加ください。

I　≒

　:_ I
１

　ｑ

　　　　　　　　,．ガラス工芸員募集岡崎市ﾘｻｲｸﾙ協会容22･1 153

j………　　　’
r仰　　　

再生ガラス工芸品の普及・制作　0002市内高隆寺町阿世保5）ま
゛ISSr　　゛

のためガラス工芸員を募集します。で持参または郵送。

　－　レ　●募集人員　２人　　　　　　　■選考方法委嘱した審査委員が

’、　，　　　　　Ｉ　■応募資格　ガラス工芸経験者で　作品（中央クリーンセンターガラ

　･^’　　　　　　　　40歳までのかた　　　　　　　　スエ房で制作したもの）を審査し

・M　　　　　●　　■受付期間　３月16日（月）～31日（'k)選考

a　

●申込方法履歴書（写真貼付）　■説明会　４月３日）午　９時か

｀　　　　　　　　　　　を中央クリーンセンター（〒444･‥　ら福祉会館で詳細を説明します。

ｌ

＠



岡
崎
高
等
学
校

定
時
制
生
徒
募
集

　
科
目
・
募
集
人
員
　
普
通
科
　
4
0

人　
修
業
年
限
　
４
年
（
３
年
卒
業
コ

ー
ス
も
設
置
し
て
お
り
、
努
力
に
よ

り
３
ヵ
年
で
の
卒
業
も
可
能
で
す
）

　
出
願
期
間
　
３
月
1
2
日
俐
～
2
3
日

側　
学
力
検
査
日
　
３
月
2
6
日
俐

　
検
査
内
容
　
作
文
、
基
礎
学
力
検

査
及
び
面
接

　
合
格
発
表
　
３
月
2
7
日
倒

※
　
詳
細
は
岡
崎
高
等
学
校
ま
で
。

高
齢
者
の
た
め
の
新
し
い

働
く
シ
ス
テ
ム

登ｼ
23ﾙ
9｛

ンｙ

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
つ

て
い
ま
す
か
？

〔
ジ
ル
バ
川
囚
賊
セ
ン
タ
ー
と
は

　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

が
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
社
会
参
加

を
図
り
、
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り

の
た
め
に
高
齢
者
に
適
し
た
仕
事
に

従
事
し
て
い
く
新
し
い
就
業
シ
ス
テ

ム
で
Ｔ
（
仕
事
の
依
頼
者
と
の
雇
用

関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
誰

に
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
か
ら
庭

木
の
剪
定
や
大
工
仕
事
な
ど
の
専
門

的
な
知
識
や
技
術
を
要
す
る
仕
事
ま

で
、
高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
を
い
か

せ
る
仕
事
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
6
0
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
か
た

は
、
ぜ
ひ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
会
員
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
（
福
祉
会
館
―
階
）
で
簡
単
な
申
込

書
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
顔
写

真
２
枚
（
縦
３
幣
×
横
２
・
５
？
）
、

年
会
費
千
円
、
印
鑑
、
配
分
金
（
報

酬
）
の
振
込
先
口
座
番
号
の
控
え
を

ご
用
意
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

－
ｊ
‐
－

平
成
９
年
1
2
月
分
実
績

　
会
員
数
　
7
0
1
人
（
男
5
3
8
人
、
女
1
6
3

人
）

　
配
分
金
（
報
酬
）
　
　
二
千
百
九
十

六
万
四
千
円

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽

喉
科

　
日
時
　
３
月
2
4
日
叫
　
受
付
▽
耳

鼻
咽
喉
科
・
：
午
前
1
0
持
3
0
分
、
整
形

外
科
・
：
正
午
　
診
断
及
び
補
装
具
相

談
・
：
午
後
１
時
～
３
時

　
場
所
　
福
祉
会
館
２
階
保
健
安
静

理
療
室

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

　
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電

話
で
予
約
を
。
当
日
は
受
け
付
け
し

ま
せ
ん
。

就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　
お
子
さ
ん
を
小
・
中
学
校
へ
就
学

さ
せ
る
た
め
、
経
済
的
理
由
で
お
困

り
の
か
た
に
、
学
用
品
費
や
学
校
給

食
費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
対
象
　
平
成
９
年
度
市
民
税
非
課

税
世
帯
な
ど

※
　
詳
し
く
は
、
在
学
す
る
学
校
ま

た
は
庶
務
課
学
事
係
ま
で
。

緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策

　
米
の
安
定
供
給
と
適
正
な
流
通
を

図
り
、
望
ま
し
い
水
田
営
農
を
確
立

す
る
た
め
、
平
成
1
0
年
度
か
ら
２
年

間
「
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
地
域
で
の
話
し
合

い
を
も
と
に
、
生
涯
者
自
ら
の
問
題

と
し
て
こ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
米
の
生
産
調
整
は
、

す
べ
て
の
水
田
耕
作
者
に
実
施
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

農
業
生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

か
た
は
、
直
接
、
実
施
計
画
書
を
農

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
限
　
３
月
刀
］
日
廊

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金

を
支
給
し
ま
す

●
年
金
関
係

国
保
年
金
課
年
金
係

登
2
3
・
6
1
7
1

●
手
当
関
係

児
童
課
家
庭
児
童
係

a
2
3
・
６
０
３
７

障
害
援
護
課
障
害
係

萱
2
3
・
６
１
５
４

●
介
護
関
係

寝
た
き
り
・
痴
ほ
う
関
係

長
寿
課
長
寿
福
祉
係

萱
2
3
・
６
１
４
７

手
当
関
係

障
害
援
護
課
障
害
係

登
2
3
・
６
１
５
４

●
高
齢
低
所
得
者
関
係

長
寿
課
医
療
助
成
１
・
２
係

容
2
3
・
６
１
４
８

●
生
活
保
護
関
係

障
害
援
護
課
保
護
係

容
2
3
・
６
1
５
８

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月1日ｅ
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年
金
、
手
当
受
給
者
な
ど
の
低
所

得
者
の
生
活
の
安
定
と
在
宅
介
護
の

支
援
を
目
的
に
、
臨
時
福
祉
特
別
給

付
金
（
一
時
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

種
類
と
支
給
額

対
象
者
一
人
に
つ
き

・
福
祉
給
付
金
：
こ
万
円

・
介
護
福
祉
金
・
：
三
万
円

・
特
別
給
付
金
：
△
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
－

福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者

田
２
月
１
日
現
在
、
２
月
分
の
次
の

い
ず
れ
か
を
受
給
で
き
る
か
た
（
括

弧
内
は
年
金
コ
ー
ド
）

　
た
だ
し
、
④
～
⑦
の
年
金
受
給
者

に
つ
い
て
は
、
市
民
税
の
非
課
税
世

帯
に
属
し
て
い
る
か
た
と
な
り
ま
す
。

　
①
老
齢
福
祉
年
金

　
②
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害

　
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の
（
２

　
６
５
０
・
6
3
5
0
）

　
③
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
母

　
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
に
相
当
す

　
る
も
の
（
２
７
５
０
・
2
8
5
0
）

　
④
②
以
外
の
障
害
基
礎
年
金
（
５

　
３
５
０
）

　
⑤
旧
国
民
年
金
障
害
年
金
（
０
６

　
２
０
）

　
⑥
③
以
外
の
遺
族
基
礎
年
金
（
６

　
４
５
０
）

　
⑦
旧
国
民
年
金
母
子
・
準
母
子
・

　
遺
児
年
金
（
０
７
２
０
・
０
８
２

　
Ｏ
・
1
0
2
0
）

回
２
月
１
日
現
在
、
２
月
分
の
次
の

い
ず
れ
か
を
受
給
で
き
る
か
た

　
①
児
童
扶
養
手
当

　
②
障
害
児
福
祉
手
当

　
③
特
別
障
害
者
手
当

　
④
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

⑤
原
爆
被
爆
者
諸
手
当

倒
２
月
１
日
現
在
、
２
月
分
の
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る

障
害
児
の
か
た

※
　
別
に
措
置
が
と
ら
れ
る
た
め
福

祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
な
い
か
た

剛
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た

口
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
か
た

1
1
1
1
1
1

介
護
福
祉
金
の
支
給
対
象
者

　
２
月
１
日
現
在
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
か
た
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
均
等
割
だ
け
の
課
税
世
帯
に
属

し
て
い
る
か
た
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
か
た

山
昨
年
８
月
１
日
以
前
か
ら
継
続
し

て
、
寝
た
き
り
ま
た
は
痴
ほ
う
な
ど

の
状
態
に
あ
る
た
め
、
常
時
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る
昭
和
７
年
２
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た

ａ
２
月
分
の
障
害
児
福
祉
手
当
、
特

別
障
害
者
手
当
、
福
祉
手
当
（
経
過

措
置
分
）
を
受
給
で
き
る
か
た

※
　
介
護
福
祉
金
が
支
給
さ
れ
な
い

か
た

田
病
院
、
診
療
所
、
老
人
保
健
施
設

な
ど
に
昨
年
1
0
月
3
1
日
以
前
か
ら
継

続
し
て
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
か
た

関
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社

会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
者

田
２
月
―
日
現
在
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
し
て
い
る
6
5
歳
以
上
の
か

た
（
高
齢
低
所
得
者
）
で
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
者
で
な
い
か
た

※
　
別
に
措
置
が
と
ら
れ
る
た
め
福

祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
な
い
か
た

剛
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た

個
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
か
た

申
請
書
の
送
付
（
各
給
付
金
共
通
）

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
へ

は
、
３
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。
た
だ
し
、
資
格
要
件
が
あ
っ

て
送
付
さ
れ
な
い
か
た
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
（
各
給
付
金
共
通
）

　
３
月
2
5
日
伽
ま
で
に
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
1
0
年
度
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

　
縦
覧
期
間
　
３
月
１
日
間
～
2
0
日

吻
（
出
・
闘
は
除
く
）

　
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
～
午

後
５
時

　
縦
覧
場
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

　
縦
覧
の
で
き
る
か
た
　
納
税
義
務

者
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
、
納
税

管
理
人
も
し
く
は
代
理
権
を
証
す
る

ｌ　･|

書
状
か
委
任
状
を
持
参
の
か
た

　
審
査
の
申
し
出
　
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
な
ど
に
つ

い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
３
月
3
0

日
㈲
ま
で
に
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
（
事
務
局
は
市
民
税
課
内
）

に
審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
1
0
年
度
は
原
則
と
し
て

平
成
９
年
度
の
価
格
が
据
え
置
か
れ

ま
す
の
で
、
審
査
の
申
し
出
が
で
き

る
の
は
、
平
成
９
年
中
に
地
目
変
更

な
ど
が
あ
っ
た
土
地
、
新
増
築
な
ど

が
あ
っ
た
家
屋
及
び
償
却
資
産
の
価

格
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま

す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
発
送
と

第
１
期
分
納
期

　
平
成
1
0
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
４
月
1
0

日
ご
ろ
に
発
送
予
定
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
第
１
期
分
の
納
期
は
４

月
1
5
日
か
ら
3
0
日
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
第
２
期
以
降
の
納
期
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

課
税
資
産
明
細
書
の
送
付

　
今
ま
で
納
税
通
知
書
に
添
付
し
て

い
ま
し
た
課
税
明
細
書
を
平
成
1
0
年

度
分
か
ら
課
税
資
産
明
細
書
と
し

て
、
縦
覧
期
間
に
合
わ
せ
納
税
通
知

書
よ
り
先
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

□[嘸朧[ぱ][お]礁[み][才で]団しか]□

　なお、市役所、税務署及び県西三河事務

所は、毎週土曜日は閉庁のため、申告相談

はできません。

　　市民税課市民税１係昔23・6082

　　岡崎税務署容22・65 11

　　西三河事務所昔272713

　市民税・県民税の申告、所得税の確定申

告、贈与税及び個人事業税の申告期限は、

３月16日(月)です。また、消費税の申告期限

は３月31日(火)です。

　まだお済みでないかたは、期限までに忘

れずに申告くださるようお願いします。
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商
工
業
活
性
化
整
備
資
金

保
証
料
補
助
制
度

　
受
付
期
間
　
３
月
２
日
㈲
～
2
0
日
廊

　
受
付
場
所
　
商
工
労
政
課
（
福
祉

会
館
５
階
）

　
対
象
　
市
内
の
中
小
企
業
者
及
び

中
小
企
業
者
で
組
織
さ
れ
た
法
人
組

合　
対
象
事
業
　
工
業
＝
①
近
代
化
、

合
理
化
の
た
め
の
機
械
及
び
装
置
設

置
資
金
　
②
工
場
建
設
資
金
、
貸
工

場
入
居
資
金
　
③
福
利
厚
生
施
設
整

備
資
金
　
で
借
入
額
五
百
万
円
以
上

一
億
円
以
下
の
も
の
　
商
業
＝
①
店

舗
の
新
増
築
、
改
装
及
び
設
備
資
金
、

貸
店
舗
入
居
資
金
　
②
大
型
店
入
店

に
係
る
営
業
権
の
取
得
（
保
証
金
、

権
利
金
な
ど
）
及
び
当
該
店
舗
の
内

装
設
備
資
金
　
③
福
利
厚
生
施
設
整

備
資
金
　
で
借
入
額
五
百
万
円
以
上

三
千
万
円
以
下
の
も
の

　
補
助
金
額
　
愛
知
県
信
用
保
証
協

会
の
保
証
料
付
融
資
に
係
る
保
証
料

の
5
0
匠

　
申
請
方
法
　
業
種
指
定
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
商
工
労
政
課

金
融
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

国
民
年
金

高
齢
任
意
加
入
の
特
例

　
年
金
受
給
権
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
と
し
て
、
昭
和
3
0
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
6
5
歳
ま

で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
（
受
給
権
を
得
る
た
め
の
最
低
限

度
の
期
間
）
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

な
い
か
た
に
つ
い
て
、
6
5
歳
以
上
7
0

歳
ま
で
の
間
に
、
受
給
資
格
期
間
を

満
た
す
ま
で
特
例
と
し
て
国
民
年
金

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
6
0
歳
以
上
で
表
の
資
格
期

間
に
満
た
な
い
か
た
（
年
金
受
給
権

者
は
除
く
）
は
、
国
保
年
金
課
年
金

係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生年月　日 m ¶

昭和巳年4月2日～昭和3年4月1日四年(264月)

昭和3年4月2日～昭和4年4月IB 23年(P76月)

昭和丿年4月2日～昭和5年4月旧24年(288月)

昭和5年4月2日以降 25年(300月)

オ
ー
ト
バ
イ
・
軽
自
動
車
な
ど

の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
オ
ー
ト
バ
イ
や
軽
自
動
車
な
ど
を

廃
車
・
譲
渡
し
た
場
合
、
次
表
の
関

係
機
関
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
な
い
と
、
平
成
1
0
年
度
分

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
届
け
出
を
他
人
に
委
任
し

た
場
合
、
確
実
に
届
け
出
が
終
わ
っ

て
い
る
か
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
　
納
税
に
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
　
（
詳
し
く
は
２
月
１

日
号
2
4
ｙ
‐
を
）
。

車の種類 届出先

原動機付自転車(185CC以下のオー
トバイ) 岡崎市役所市民税課

市内十王町^丁目９番地豊83・BO乃
小型特殊自動車（トラクター・フ
ォークリフト等）

軽二輪車（125CCを超えE5accまで
のオートバイ）

軽自動車協会三河分室
市内江口３丁目５番地?　酋53・5351

軽自動車 軽自動車検査協会愛知主管事務所三河支所市内江口３丁目５番地１　S53・5144

二輪の小型自動車(250CDを超える
オートバイ)

愛知陸運支局西三河自動車検査登録事務所
豊田市若林西町西葉山46SD565・5? 2417

耳
の
聞
こ
え
の
心
配
な

乳
幼
児
を
持
つ
皆
さ
ん
へ

音
に
反
応
し
な
い
、
呼
ん
で
も
振

岡崎真伝前田土地区画整理保留地の処分
　　　　　　　岡崎市真伝前田土地区画整理組合昔23・6290

m位置及び筆数　真伝町地内18筆（地図参照）

■処分方法　公開抽選

●受付期間　３月16日（月）～20日金　午前９時～午後４時

圃受付場所　土地区画整理組合連合会（市役所本館８階）

Ｉ抽選日時　３月22日（日）午前lO時

Ｉ抽選会場　組合現場事務所（真伝町前田52-1）

■抽選申込に必要なもの　①世帯全員の住民票の写しまたは法人

登記簿謄本②抽選参加保証金10万円③申込本人名義の預金通帳

　（垂「S便貯金通帳は不可」④印鑑（認め印で可）

※　詳しくは土地区画整理組合連合会まで。

①ロ
凡

例

対

象

番

号

Ｒ

ミ

f
面積

詔拙 ゛智゛ll
面積

詔圖 (R)
鴛 面積

詔昌 ゛智゛㎡ 坪 ㎡ 坪 ㎡ 坪

① P15.31 65.13 121,OQO 26,052,510⑦ eO9.24 63.29 121.000 25,318.04ﾛ⑩ 197.34 59.69 124.000 P4.470,160

⑧ P38.90 7^.^B 130,叩0 31.057.0DO⑧ 192.68 56.e日124.000 23,892,320⑩ 242.B] 73.38 旧1.0叩 29.355.810

③ E38.10 72.02 121,DOO 88.810.100⑨ PD1.2D 6Q.bg 121.000 e4.345.20D⑩ 314.96 95.27 136.1DO 4P.86B.Q56

④ 圃1.54 63.99 IE4,D口0 e6.23D.960⑩ 377.53 114.20 127.000 47.946.310⑩ 314.67 95.18 136,300 42.889,5?!

⑤ 凹8.29 日日.00184,000 P5.8P7,96Q⑩ 22B.日3 68.61 127,000 P日.807.410○ P31.E4 69.95 136,300 31.51日.012

⑥ 2B8.B7 69.17 lEl.DD口 27.6B9.D70⑩ 269.57 81.54 124,DOO 33.4P6.680⑩ 87].OB 263.50 叩,900 10e.7Qa.332

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月1日ｅ
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り
向
か
な
い
、
ほ
か
の
子
ど
も
と
比

べ
て
音
へ
の
反
応
が
悪
い
よ
う
だ
…

こ
ん
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
で
悩
ん

で
い
る
お
母
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
日
も
早

く
岡
崎
聾
学
校
の
乳
幼
児
教
室
や
教

育
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
聞
こ
え
と
言
葉
は
３
歳
ま
で
に
急

ピ
ッ
チ
で
発
達
し
、
そ
の
時
期
を
の

が
す
と
後
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら

し
ま
す
。
こ
の
教
育
は
、
早
け
れ
ば

早
い
ほ
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。
少
し

で
も
お
子
さ
ん
の
聞
こ
え
に
疑
問
を

抱
か
れ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
教
育
相
談
室

　
聞
こ
え
と
言
葉
に
問
題
の
あ
る
子

ど
も
さ
ん
の
相
談
及
び
諸
検
査

　
乳
幼
児
教
室

　
対
象
　
Ｏ
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で

の
聴
党
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
さ
ん

　
内
容
　
個
別
指
導
と
集
団
指
導
を

毎
週
各
１
回
（
計
２
回
）

※
　
双
方
と
も
相
談
料
は
無
料
で
、

予
約
制
で
す
。
事
前
に
電
話
ま
た
は

｜

フ
ァ
ク
ス
（
照
4
5
・
6
2
4
8
）

お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他

の
情
報

で

献
血
推
進
運
動
標
語
優
秀
作
品

豊障日岡
23害本崎

゛援赤地
６護十区
１課字献

４援社血
５護岡推

　係崎進
　　市協

　　地議
　　区会

　
献
血
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
る
標

語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
2
7
8
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
優
秀
作
品
は
、
２
月
５
日
困
開
催

の
第
3
0
回
岡
崎
地
区
献
血
推
進
大
会

に
お
い
て
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

「
献
血
で
　
わ
た
し
の
健
康
　
お
す

そ
わ
け
」
（
山
口
妙
子
・
西
本
郷
町
）

優
秀
賞

「
献
血
は
　
生
き
る
力
の
　
助
け

愛
」
（
伊
藤
栄
記
・
蓑
川
町
）

　
「
献
血
の
　
出
来
る
よ
ろ
こ
び
　
わ

が
健
康
」
（
萩
原
カ
ネ
・
岩
津
町
）

　
「
わ
た
し
の
血
　
ど
こ
か
で
誰
か
を

支
え
て
る
Ｉ
　
（
近
藤
静
・
松
橋
町
）

　
ほ
か
に
次
の
皆
さ
ん
が
佳
作
に
入

選
し
ま
し
た
。

伊
佐
治
五
郎
（
真
伝
町
）
、
斎
藤
允
孝

　
（
幸
田
町
）
、
山
本
幸
子
（
稲
熊
町
）
、

佐
野
充
宜
（
本
宿
町
）
、
牧
野
登
代
子

　
（
野
畑
町
）
、
加
藤
ま
さ
子
（
岩
津

町
）
、
鈴
木
厚
史
（
額
田
町
）
、
佐
野

智
子
（
本
宿
町
）
、
蜂
須
賀
フ
サ
エ

　
（
合
歓
木
町
）
、
林
美
奈
子
（
野
畑

町
）
、
野
田
ひ
と
み
（
森
越
町
）
、
神

谷
國
朝
（
不
吹
町
）
、
牧
野
昇
（
中
園

町
）
、
船
山
達
示
（
美
合
町
）
、
植
村

富
貴
子
（
大
門
４
丁
目
）
、
中
野
直
之

　
（
滝
町
）

岡崎県民サービスコーナー
｜　　　　　　　・所在地　康生通西2-20-2シビコ３階

　　　　　　　■電　話　容24・1858

　　　　　　　■3月の休業日　19日

(相談無料・秘密厳守)●相談コーナー

相談種目 内　　　　容 相談日・時間

県政相炎(日常生活1
県の仕事についての照会・要望・苦情などの
相談、その他日常生活での困りごとの相談 毎門ぽ9贅言

交通事故相談 交通事故で被害を受けた方の損害賠償金の請
求方法、示談の進め方などの相談

女性職業相談 家庭女性の職場復帰のための求人と求職の相
談、職業あつせん324･9日^1 (専用)

法律相談
　(予約制)

交通事故の賠償などに関する相談やその他民
事上の問題についての弁護士による法律相談

毎週水曜日
13時~I6時

女性悩みごと
相　　談

女性をとりまく悩みごと困りごとなどの相談
第３金曜日
10時～16時

内職相談 県福利協会が扱う内職の相談、あっせん
第１・第３月曜日

　　13時～16時

※このほかにも、住宅相談・年金相談・県税相談・高齢者相談を行っています。

●３月の催しものコーナー

３月３日～10日「第佃回国際理解･国際協力のためのポスターコンテスト入賞作品展」

３月17日～2E日「省資源･省エネルギーに関する作品募集入賞作品展」

‥‥献副こご協力ください‥‥

　　　　岡崎地区献血推進協議会
　　　　事務局障害援護課援護係

　　　　k23・日145

献血日程

ｊ

月･日（曜）時間　　　場所

３月６日㈲13:30～15:30岡崎健康ランド

　　　　　　10:00～I2:OO六ﾂ美市民センター
３月31日㈹

　　　　　　13:30～15:30スーパーマツバラ

■岡崎献血ルーム(シビコ5階S25･6844)

受付時間10:00～12:30､14:00～17:30

(成分献血は10:00～1Z:00､14:00～16:30)

休日毎週木曜日､5月1日､12月29 日～1月3日

咄咄
１

幽四●
区　　分 譲りたい人 必要な人

車　　い　　　すII　1件 23件

電助車いす ４件 ２件

手動ベッド １件 １件

電動ベッド １件 ３件

※　福祉機器を「譲りたい人」「必要

な人」は登録してください。

※　費用は有料の場合もあります。

　　　　　地域福祉サービスセンター

　　　　　　　　　昔2 3・89 38

｜ 罵羅覇

一

平成10年

-

平成9年

-

比較

事故

件数

死傷者

死者 負傷者

-

185人

-

212人

一

一27人

167件 OA 135人

184件 3人 209人

－17件 -3人 －24人

巾岡崎市の入口伶

1998年2月１日現在

　　男　　166,636人　　58人増

　　女　　165,642人　　80人増

　　計　　332,278人　138人増

　世帯数114,043世帯　19世帯増

ねんりん巴

　　　　なぎなた

　■日時…11月１日(日)･2日(月)

　■会場…岡崎中央総合公園



　
下
水
道
は
、
日
常
生
活
や
事
業
活

動
で
発
生
す
る
汚
れ
た
水
を
下
水
処

理
場
で
、
き
れ
い
に
処
理
し
て
川
や

海
に
放
流
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

処
理
区
域
の
皆
さ
ん
は
、
下
水
道
の

整
備
に
よ
り
衛
生
的
で
快
適
な
生
活

環
境
に
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
し
尿
や
生
活
雑
排
水
な
ど
は
、
６

ヵ
月
以
内
に
す
べ
て
下
水
道
に
接
続

し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
く
み
取
り
ト
イ
レ
の
家
庭
は
、

３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し

て
く
だ
さ
い
。

③
　
し
尿
浄
化
槽
は
、
不
用
と
な
り

ま
す
の
で
、
廃
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　
処
理
開
始
区
域

　
上
の
区
域
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

区
域
境
に
お
住
ま
い
の
か
た
や
、
家

の
新
築
や
改
造
を
計
画
予
定
の
か
た

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
使
用
料

使
用
料
表
（
平
成
1
0
年
４
月
か
ら
）

り

上

51
S
堰㎡

劉S
50
削

？
回
ｌ

１ｍ

に
つ
き

百
七
十円

１
雨
に
つ
き

百
－
－
十円

乱
乞
き

司 千円

金

額
－2

昆

※
　
こ
の
金
額
に
は
、
消
費
税
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

衛
洗
設
備
賃
機
貸
肘
制
潭
ト
」

　
－
－
１
１
１
ｔ
ｊ

　
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
や
排
水
設

備
の
工
事
に
必
要
な
資
金
を
、
無
利

子
で
最
高
八
十
万
円
ま
で
お
貸
し
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市政だより／岡崎1998年(平成10年)3月1日ｅ
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放
置
自
転
車
に
つ

い
て

　
平
成
９
年
度
も
終
わ
り
を
迎
え
、

卒
業
シ
ー
ズ
ン
が
来
ま
し
た
。

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
卒
業
生
の
自

転
車
駐
車
場
な
ど
へ
の
自
転
車
放
置

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
放
置
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
１
日
か
ら
束
岡

崎
駅
及
び
岡
崎
駅
の
各
放
置
禁
止
区

域
内
の
公
共
の
場
所
に
放
置
さ
れ
て

い
る
自
転
車
・
原
付
は
撤
去
し
て
い

ま
す
。
放
置
禁
止
区
域
外
に
お
い
て

も
一
週
間
を
超
え
る
長
期
放
ほ
は
、

同
様
に
撤
去
し
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
・
原
付
を
利
用
さ
れ
る
か

た
は
、
自
転
車
駐
車
場
や
決
め
ら
れ

た
各
施
設
に
駐
車
・
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
撤
去
し
た
自
転
車
・
原
付

｜

の
返
還
は
、
暮
戸
町
の
保
管
場
所
（
萱

3
1
・
9
0
9
0
）
で
行
い
ま
す
。

‐
－

ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

容環
23境

゛保礁

811

8境

　保
　全
　係

▽
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
ポ
イ
捨
て

は
や
め
ま
し
よ
う

▽
空
き
か
ん
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま

▽
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
よ
う

▽
犬
の
飼
い
主
は
フ
ン
を
捨
て
ず
、

後
始
末
を
し
ま
し
よ
う

▽
み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
、
町
の

環
境
美
化
に
努
め
ま
し
よ
う

‘●千-

“
’
　
　
♂
に

一
　
匯
Ｉ

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
　
（
敬
称
略
）

▼
金
井
栄
培
▼
大
河
内
克
彦
▼
塚
本

時
丸
▼
蛇
雄
▼
岡
崎
信
用
金
庫
▼
峰

渾
鋼
機
㈱
▼
岡
崎
市
六
ツ
美
商
工
会

青
年
部
▼
岡
崎
大
工
組
合
百
年
誌
実

行
委
員
会
▼
㈱
三
栄
シ
リ
カ
▼
㈱
岡

崎
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
従
業
員
・
㈱
和
田

屋
岡
崎
カ
ン
ト
リ
ー
店
従
業
員
▼
岡

崎
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
▼
三
河

三
菱
自
動
車
販
売
㈱
岡
崎
北
営
業
所

▼
み
か
わ
市
民
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
岡
崎
セ
ン
タ
ー
委
員
会
▼
大
門
。
ｆ

縄
組
合
▼
岡
崎
能
見
郵
便
局
▼
岡
崎

市
危
険
物
安
全
協
会
▼
岡
崎
美
術
協

会
▼
大
樹
寺
学
区
総
代
会
▼
岡
崎
城

西
高
等
学
校
生
徒
会
一
同
▼
岩
津
中

学
校
同
窓
会

乖
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
平
岩
朝
代
▼
長
谷
川
ケ
イ
▼
越
山

幸
子
▼
岡
崎
郵
便
局
▼
伊
藤
喜
久
江

▼
岩
津
郵
便
局

旬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金

▼
岡
崎
市
農
業
協
同
組
合
い
ち
ご
部
会

灘電話FAXサービス回

　　　　　^巳巳フフフフ

　　情報ネットワークセンターでは、

　市からのお知らせや暮らしに必要な

　情報を電話やFAXで24時間ご案内

　しています。

　　　代表的なメニュー番号

　　●●●今週の市政だより●●●

　　　　　　　７００

　　　　　　(毎週月曜日変更)

　　●●●休日緊急当直医●●●

　　　　　　　lOO

　　　　　　(毎週月曜日変更)

　　●●●夜間当直の歯科医●●●

　　　　　　　loa

　　　　　(毎週月曜日変更)

●●●花とまつりのお出かけ情報●●●

　　　　　　　BOl

●●●美術館･博物館の催し情報●●●

　　　　　　　日oa

　●●●おかざき農遊館情報●●●

　　　　　　　BO3

　●●●市民･企業イベント情報●●●

　　　　　　　BO4

ＯＣラジオ　FM76.3MHZ

市政情報763

●(月)～吻＝午前10時～(15分間)

１日替わりメニュー

おかざきＮＯＷ＝今日の催し案内

岡崎の記念日＝昔、このロに岡崎で

■曜日メニュー

(月)農遊館情報・市役所探訪

(火)学校紹介・サークルだより

(水)図書館だより・市役所探訪

(木)ミュージアム探訪・講座紹介

吻　おでかけ情報・特派員だより

FMおかざきは岡崎の話題満載です。

なお、市政情報763は、市役所隣の

情報ネットワークセンター１階スタジ

オから、生放送でお届けしています。

広報課報道係萱23・６００７※都合により番組内容を変更することがあります。

25

ＣＡＴＶミクス　21チャンネル

パブリックチャンネルー

●(月)～出＝午後６時30分～・(日)＝午後６時～

＊ミクスで放映した市広報番組ビデオテープを図書館で貸し出します。

■まちの話題

(月)～胞＝ロ替わり市内ニュース・(土)＝1週m分をまとめて

Ｉ市民便利帳／おかざき再発見

２日(月)～7日出

水・地域の基礎一国営新矢作川用水農業水利事業／施設紹介｢福祉の村｣

９日(月)～I4日出

マイレール愛環一愛知環状鉄道開業10年

■いき!いき！おかざきピープル(60分間)

｜日(日)男女共同参画推進フォーラム②

８日(日)・15日(日)男女共同参画推進フォーラム③

※ＣＡＴＶミクスヘの加入申し込みは、a0120・345739まで。

15日）岡崎市広報番組(3月１日
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㎜3月4日水)～2E日(日)(9日(月)と16日月は休館)

㎜市美術館(明大寺町S51・4E80)

㎜午前10時～午後6時(入館は午後5時30分まで)

㎜IE料

　19世紀末から今世紀初頭、近代美術の中心地パリでは、フランス社会の経済的繁栄もあ

ってポスター芸術が大きく開花しました。

　この時期は、アール・ヌーボー様式、アール・デコ様式などが興隆した装飾美術の時代

で、ロートレックをはじめ、ボナール、シェレ、カッサンドルらすぐれた作家が輩出しま

した。

　本展は、現代のデザイン分野の青春時代ともいえる彼らのポスター作品100点を紹介す

るものです。

アンリ・ド・トゥールーズ＝ロ －レック「ディヴァン・ジャポネ」（1892年）
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